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德
川
時
代
の
.經
濟
論
者
中
、最
も
異
色
あ
る
者
の
.
一
人
は
海
保
靑
陵
：で
.あ
る
0

彼
は
統I

 

.あ
る
經
濟
論
を
機
成
し
た
者
で
は
な
い
が
、 

あ
る1

つ
の
信
念
を
も
ち
•
'
そ
れ
に
依
つ
て
實
際
現
象
を
観
察
し
、
.：當

時

と

は

極

め 

靑
陵
は
寶
曆
五
年
江
戶
に
生
ま
れ
、
文
化
十
四
年
五
月
ー
ム
十
九
日
六
十
三
歲
で
京
都
に
.お
い
て
：病
？

る
o

そ
の
脊
年
期
を
田
沼
時 

,

代
に
送
り
、；松
苹
定
信
の
寬
政
の
治
を
見
て
'
' 

脱
謂
北
政
度
の
初
期
に
晚
年
を
終
つ
た
©

で
あ
つ
た
。
彼
.は
そ
の
若
い
頃
に
經
過
し
た 

田
沼
時
代
に
同
情
を
有
し
、
寬
政
の
樂
翁
の
皆
縮
政
策
に
は
あ
ま
り
亂
感
を
表
さ
な
か
つ
た
や
ぅ
で
あ
.る
，。
そ
れ
は
彼
の
學
問
的
頃
向

.
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か
ら
も
*

又
彼
の
性
格
か
ら
も
、
さ
ぅ
'.
1

,
た
結
果
を
坐
む
の
，が
當
然
で
あ
つ
た
0

兜
づ
彼
が
如
何
な
る
坐
活
を
送
つ
た
か
を
明
か
.に
し 

セ
置
か
ぅ
？
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こ
こ
に
破
の
.傅
記
を
述
ぶ
る
必
要
は
孩
。
彼
营
の
著
書
に
お
い
七
®

^
 

こ

の

く

ら

ゐ

自

己

.
に
つ
い

-
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.

 

•

て
述T

て
ゐ
る
學
者
は
德
川
時
代
に
は
稀
で
あ
冬
從
つ
七
後
の
傅
記
は
务
く
そ
ひ
記
述
に
從
つ
て
、
そ
€ >

ま
ま
說
明
し
て
ゐ
る
0

'最 

海
保
靑
陵
の
，經
濟
論
，
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海
保
.靑
睃
.の
經
濟
：論

'

/

.

 

.
.
.

 

V 

三
0
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)

 

も
脬
細
に
述
べ
て
ゐ
る
の
は「

稽
十
U

談J

の
來
烙
に
附
し
た
自
敍
傳
で
扣
る
が
、
彼
の
牲
楮
を
最
も
i

 

く
示
し
た
も
の
^

し
て
は
、

鲁
 

談
J

t o

卷

頭

に

揭

げ

た

文

章

、で

.
あ
.
る
？
.文

电

鶴* '
-
.
あ
：る

馨

陵C D
:名

庫

鶴

：

Q
,

略

で

：あ
るP

序

で

忙

字

は

萬

外
^

^

は
儀
费
で
あ‘る
。

,

.

「

'

鶴
が
性
も
力
と
も
不
才
に
て
、

■

其
上
に.

懶
惰
な
り
、
：凡
そ
他
人
の
：會
得
す
名
こ
：と
の
：速
な
る
を

V

る
に
、p

く

像

に

生

れ

：

i
s

き

-

 

-

'
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-

.
•
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•
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•
-

た
る
様
子
な
り
、
さ

.

て
他
人
：の
骨
を
折
て
其
事
に
打
懸
：り
て
居
る
ヒ
と
の
久
し
き
を
見
る
に
，

.

盡
く
篤
實
に.

生
れ
付
き
.た
る
樣
子
な 

'

.

り
、.

鶴
が

f

小
諸
侯
に
祿
五
首
葙
を
镔

U

:

て
、.

-

家
中

'

の
仕
置
を
總
で
居
た
れ
ど
も

’

.主
君
を
諫
め
て
用
ひ
ら
れ
ぬ
ゆ

-

へ
に
、
其

.

國
を
去
り
て
浪
人
儒
者
に
な
り
て

s

f

 >

鶴
1:
:

1歲
0
時
父
：の3|

^

を
繼
ぎ
た
れ
ど
も

-

續
き
て
鶴
も
，祿
を
辭
し
て
、
父
と
同
居

,

 

*

 -
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-

 

•
.
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t

せ
：り
、
鶴
十
七

.

の

時

に

、
，
父

尾

：藩

へ

召

^ .

て
尾
人
と
な
れ
り

>

鶴
に
；も
御
目
見
被

&

# :
'

1
て
續
き■•
て
召
出
さ
る
べ
き
御
沙
汰
あ

^

:

此
時
に
鶴.

心
に
思
ふ
に
、
：
個
■

に
不
才
懶
惰
に
て
、

.

何
と
：：て
大
國
：の
奉
仕
成
就
せ
ん
や
、
成
就
す
ま
じ
き
‘こ
と
に
取
か
、
ろ
ふ
ょ
り

.
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•

も
1

性
<0
:
近
き
方
を
出
精
せ
ん
と
4

ひ
て
'

1

1士
1
歲
0

時

に

御

自

見

：を

：ば

差

±

て
：、'舍
弟
を
嫡
チ
：に
し
；て
-

鶴
は
其
.節
.
g

r

A
の 

',
世
：

i

に
て
、
.日
本
橋
べ
學
塾
を
張
0

.
て
*
.
敎
授
に
て
飢
寒
を
凌
げ
り
、
：儘
業
5:
;

立
.
て
は
見
た
れ
ど
も
、
.兎
角
に
不
ボ
懒
惰
に
.
て
*
他 

人
0

や
ぅ
に
は
か
ぐ
し
き
事
な
し
、
ニ
十
ー
ー
：ょ
り
當
年
五
十
一
に
至
り
，て
三
十
年
間
、し
不
才
を
守
り
_

惰
を
遂
げ
て
、
他
人
の
.怜 

■悧
を
少
し
|

ま
ず
、

.

他
人
I

實
I

し
も
慕
は
ず
、
美
衣
I

I

、
美
食
を
|

ず
‘

い
，つ
も
ぐ
着
た 

る
ま
\

喻
た
る
ま
、
に
て
、
借

家

の

雲
.へ
沈
ま
り
居
て
、
、妻
妾
を
持
た
る
こ
と
な
け
れ
ば
、
子
孫
あ
ら
ぅ
は
ず
な
し
、
何
卒
性

Q

近
き
所
を
成
就
せ
ん
こW
を
願
ひ
て
、
此
れ
を
樂
み
て
、..何
ょ
り
面
白
き
こi
\
思
ひ
て
、
遯
び
あ
：る
く
C
と
も
、
み
な
不
才
懶

'
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.
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.

惰
の
痼
疾
に
..な
り
た
る
ゆ
へ
.な
り
、
捏
昔
は
自
ら
不
才
を
歎
き
ィ
自
ら
瀬
惰
を
か
な
し
み
て
、
世
に
生
れ
て
同
じ
く
橫
目

Q

民
た
る

q南

，
て
と
を
得
を'に
、
；如
レ
此
不
电
な

?>
性

を

ぅ

げ

た

る

ヒ
^

ょ

と

思

ひ

た:̂
に
、.其

後

に

熟/
^
考

れ

ば

：
不

才

ゆ

，
へ
，
に

#

^
る
こ
.と
も
'

.

あ
り
、
.
.
.糊
惰
に
察
た
る
こ
'a:
.の

嬉

ょ

-̂

思
ふ
¥-

も
.
.あ
o
.
て
.
.、'
確
乎
と
L

.

V

.ひ
と
.
り
.

一：家
の
‘
.言
.を
成
，し
た
る
.心
.
に
■は
な
れ
-0
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.世
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'

，
の
人
€ >

笑
.ひ
.
緋
り
玉
ふ
と
も
、
.
攻
め
詰
り
.
玉
ふ
と
も
、
天
理
，に
合
た
る
こ
と
な
ら
ば
广
典
0

人
0

言
の
理
に
合
た
る
な
り
-
不
思
議

.

■
.
.
.
 

.■:

... 

. 

.
 

: 

.

. 

•

な
る
こ
と..な

し
.
.
.
.
如

し

又

天

理

に

合

ぬ

こ

と

な

ら

ぼ

..，
聞
く
こ

.と
さ
.べ

ぅ̂
さ

き
-2
1
.
.
と

^

9
、
應
到
す

べ

き

わ

け

な
.し
、

」

.-
日
本
櫛
の
學
塾
は
檜
物
町
と
の
み
，で

(
「

天

王

談y

そ

の

他
”
こ
：と
は
明
か
で
な
い
：。
彼

自

ら

不

才

懶

惰

と

い

つ

：て
ゐ
る
が
、
勿
論 

單
な
：る
不
才
懶
惰
で
は
な
い

.？
才
人
の
如
く
早
合
點
し
な
^
。
解
ち
ぬ
こ
と
は
解
ら
：ぬ
と
し
て
、
容
易
に
解
0
た
と
い
は
ぬ
意
味
で
の

ノ 

-

 
.

 

-

 
.

 

.

.•
-

 

.

 

.

不
才
で
あ
る
6

雪
や
水
晶
は
六
.
角
必
あ
る
0

鹽
や
礬
の
類
は
四
角
で
あ
.
る
。
そ
れ
を「

.天
の
數
は
六
'

地
の
數
.は
四
な
り」

な
ど
と
早
合

す
る
人
間
を
.嫌
つ
て
、「

合
點
ゆ
か
ぬ
こ
と
.は
ゆ
か
ぬ
と
会
こ
■.と

、

心

さ

，
，
つ

ぼ

り

^

(
「

天
王
談」

)

と
い
つ
て
ゐ
る
。

こ

.? 

.
 

......
 

.
 

— 

- 

;
 

....

;(
0

窻
味
で
彼
は
鈍
で
.
あ
り
.,
:

%

不
才
な
の
で
：あ
今
彼
は
そ
れ
に
續
い「

て
い
ふ
:0
-

.

:

 

' 

.

. 

. 

f 

,

.

,「

是
は
決
し
て
此
现
あ
る
べ
し
-\
-

唯
鶴
が
鈍
才
故
^ .

推
す
こ
と
足
ら
ぬ
也
、
；.推
す
こ
と
足
ら
.
ぬ
.こ
と
は
苜
も
千
冬
あ
る
な
り
，
.聖
人

に
非
る
ょ
り

は

推
ず
と
と
.詳
な
ら
ず
、
截
に
知
に
く

き

こ

i

り
、
造
化
の
妙
は
些
細
の
詳
密
な
る
こ

と
な
れ
ば
、
推
し
窮
め
ぬ
こ

' 

. 

■ 

^
■■
. 

.... 

/ 

.... 

.

.

.

.

.
■
■-
-
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'
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.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

:

と
澤
山
あ
り*
唯
中
す
ま
し
：に
濟
^
置

人

ば

鶴

大

き

ら

び

也

」
(

同

上)

.

.

.
'

-.
.丨

彼
0「

理」

に
關
ず
る
信
念
に
つ
い
て
は
',
>

後
に
歐
明
す
る
が
、
こ
の
.
追
及
欲
の
存
す
る
眼
か
、.
彼
は
^ :

し
て
懶
惰
で
は
あ
'
り
得
な
い
0 ;

'■■
, 

■

'

.'

.

.■. 

- 

- 

■ 

-
■
-
:.
.

.

-

'

 

.
.
.

彼

の

い
ふ
懶
惰
は
恐
：ら
く
彼
が
武
士
と
：し

.て
當
曄
の
焴
雜.な
-V

不
合
理
：な
慣
例
ゼ
儀
式

.

.に
：服
す
る
こ
，
と
に
對
し
：て
懶
惰
で
あ
つ
：た

の

产

■

 «

 

. 

...

...
 

.

 

>
H
'

 .

 

..

..
 

;

 

..

..

•

あ
ら
力
o

彼
於
尾
州
修
に
仕
侍
ず
：る
，
く

と

を

嫌

0

て
％
.弟
を
推
し
.
た
の
も
：そ
の
た
：め
で
あ
る
0

彼
は

海

保

塵

の

經

，濟
输

 

; 

三

,

(

四
九
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海
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靑
陵
|

論
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章

，

(

用

九

5

 

，

「

鶴
と
ち
が
ひ
セ
.
甚

醫

名

質

な

り
K

n

稽

古

談

し

卷

之: 

:

一
;

,

- 

士

S

つ
てI

O

被

ゆ

そ2

二
十
年
間
に
見
，
、
又

そ

の

後

に

も

ノ

各

所

'
に
遊
歷
し
て
、
そ
の
學
說
を
說
い
て
ゐ
るo

三
十
五
歳
に
京
都 

X

S

り

、
，
漂

達

し

、

そ

の

後

.%

越
後
"

信
濃
に
遊
び
>

又

丹

波'

紀
餅
、
變

ノ

備

中

そ

の

他

鋥

加
資
に
轉
し
、
京
坂
を
中
心
と
し
て
諸
所
に
そ
の
.筆
間
を
講
ず
る
.の

勞

を

措

ま
な
か
つ
た

o

懒
惰
で
出
來
る
と
’と
で
は
な
い
。
し
A

|

の
間 

I

I

 著 
I

 し
て 

I

'

. 

,

.

.
'

:

.■
■
■

'
 

V

 

:

.

:

:

靑
陵
の
'.
^

作

を

、
一

般

に

容

易

に

：
人

手

し

得

る

，や

ぅ

に

し

た

の

は

故

^1

本
誠
1

博
士
の
功
績
で
あ
：る
.°

そ
.
の「

日
本
經
.濟
叢
書」

第
十
八 

卷
及
び
第
一i

十
六f

と
に
收
錄
さ4

た
も
の
4

「

善
：

「

天
王
談J「

萬
屋
談
論
心
談
/

前

議

％
論
民
談」

r

稽
古
談
S

升
小
談」

' 

,「

洪
範
談
S

海
保
儀
平
書
並
或
問
J「

_

-#

、註)
「

璧

.行」

の
.
.十
ニ
書
を
刊
行
さ
れ
、
靑
陵
獨
特
の
經
濟
論
を
册
に
示
さ
れ
.

^
の
で
あ
.

る
。

そ
の
後
上
田
貞
次
郞
博
士
の

.發
見
せ
ら
れ
た「

富
貴
談」
及
び
土
屋
喬
雄
‘氏
の
手
に
依
つ
て
.紹
介
さ
れ
た「

東
贐」 (

「

近
世
社
會
經
_

.

:
-

'

 .

. 

.

.

*

.

'

, 

.

叢
書
勤
.三

卷

所

收

)

0
ニ
書
も
.
-»

前
の
十
ニ
書
と
典
に
洱
び
改
め
ズ
瀧
本
博
士
に
依
つ
て「

日
本
經
濟
大
典」

第
ニ
十
ヒ
爵
孟
め
ら
れ 

.
た

「

以
土
の
.
も
ゎ
の
.外
に
唂
対
1
呔

郞

氏

の

編

纂

さ

れ

た

「

靑

陵

遺

編

集

」

中

に

、

「

老

子

國

字

解

」「

綱

目

駁

談

」

の
.
ニ

書

が

あ

る

。

ハ©

「

變
理
談」

の
變
は
變
の
間
違
.ひ
で
は
な
か
ら
ぅ
'か
。
即
ち
書
經
の
1
變
こ
理
陰
陽

」

に
出
た
も
の
で
あ
ら
-ぅ
。

以
£

,0
諸
著
の
外
に
、
そ
の
經
濟
論
に
關
係
.あ
.り
と
思
は
る
、
.も
の
で
:*
書
名
の
.み
.知
れ
て
、
內
容
の
世
に
知
队
ざ
る
も
り
疋
、「

占 

考

談」「

活

眼

談

」
「

驕

民

談

j
「

袁

談

s
.
l
r
手

談」
「

字
:̂
'
談」

「

端

談j

の
七
書
あ
る
こ
と
は
"
す
で
に
•瀧

本

博

士

が

そ

の

酵

說

J

ベ
ら 

れ
て
ゐ
る
？
そ
の
外
に
越
沖
面
礪
波
那
叱
王
村
の
佐
伯
家
に
藏
せ
ら
れ
る
逸
名
の
靑
陵
著
書
に
依

れ

ば

、「

待
豪
談」「

課
農
談」

の
ニ
書

.

が
あ
つ
た
や
う
で
.あ
るC

#

陵
遺
編
灌」

ニ
0
.頁)

0
:
.そ
の
外
に
も
恐
ら
く
早
く
散
逸
し
.て
.今
日
に
傅
ぱ
ら
な
か
つ
た
も
の
も
あ
つ
た
、
 

う
と
思
は
れ
る
。
當
時
の
®

者
と
し
て
寡
作
で
^

つ
''
^
と
は
決
し
て
い
は
れ
な
い
。
筆
を
採
る
こ
と
を
決
し
て
も
の
う
し
と
感
ず
る
： 

う
な
懶
惰
な
人
.間
で
な
か
つ
た
と
と
は
明
か
で

.あ
る
。
彼
自
ら
い
.ふ
0.
.

ぐ
'
,
'
.
.

國
字】

‘
て
書
き
た
る
も
の
數
七
卷
あ
り
、」 (

「

洪
範
談」

小
引)

：

:

/ 

:
 U

.
.
.
' 

V
 

' 

.

. 

.

:

:

>

-

■

.

、

.

:

 

I
'

 

/ 

-

 

• 

'

丄
、
；
？

p
i
s
著C

に

依

つ

て

彼

の

紅

濟

論

を

窺

ふ

と

、
；
そ

の

特

/&
の

第一

は

著
し
く

實

踐

的

で

あ

る

こ

と

で

あ

る

。

か

X
る
持
徵i 

勿
論
上
述
せ
る
普
身
’の
愧
格
か
ら
出
た
こ
と
も
明
か
で
あ
る
が
、
他
方
被
が
藉
園
學
派
の
流
れ
を
敬
ん
だ
こ
，と
も
、
'
少
な
く
と
も
ム 

の
ー
因
と
_し

て

認

め

て

ょ

い

の

で

は

な

い

か

と

思

ふ

.°
彼
自
身
の
い
ふ
.と
こ
ろ
に
足
へ
ば
、

t

 

•

 

.

—

tn.

「

鶴
は
唯
文
章
ず
き
に
て
、
何
派
の
學
問
な
ど
と
い
ふ
こ
と
大
き
に
き
ら
ひ
な
り
、
わ
か
き
時
か
ち
何
派
の
學
問
で
も
な
し
、
即
抛 

が
一
家
の
學
な
IX
K「

锫
十
U
談」

卷
之
五)

と
い
つ
て
ゐ
る
が
、
幼
時
父
内
田
啻
ぶ
と
、「

父
子
難
じ
合5

問
ひ
合
い
て
、
經
濟
？

I

硏
究
甘
り」

と》

ひ
、
そQ

父
靑
溪
は
太 

宰

謹

Q

門
人
■大
鹽
與
右
衞
S

擧

で

.あ
る
汐
^
 ̂

當
時 

、
の
文
土
の
屈
習
を
仙
ひ
、
操

行

高

く

、
剛

S

S

に
管
ず
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。
又
徂
恢
の
流
れ
を
汲
む
者
で
あ
る
。
さ
ら
に
靑
陵
自 

身

生

士

1|

歲
ま
で
宇
卞
美
潔
水
の
門
に
遊
ん
だ
。
潔
水
も
亦
徂
挪
門
下
で
あ
り
、
ff
l
t桃
の
說
を
信
ず
る
こ
と
篤
く
-

そ
の
.遺
著
を
多 

,

海
保
靑
陳
の
經
濟
鱗

• 

. 

，
 

- 

, 

ニ 
S

:

'

(

四：
九

1
5
'



..海
保
哿
陵
'
の
經
濟
論
：
'

:

,,
.

:

:
 

.
:
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-

.

て 
'

.
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3 
.
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•
»
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.

.

.

.

.

.

.

 

.

 

.

 

•

 

.

.
く

'

校
刻
し
て
.
.ゐ
る
。
®

令
靑
陵
自
身
,

■-
■■
、

ぶ

.

.
「

鶴
は
儒
者
の
家
に
生
れ
た
る
も
0.

な
れ
ば
、
.
吾
邦
の
古
へ
.の
書
な
ど
見
た
る
と
.と
な
し
、.
ゆ
ベ
に
歷
代
の
衣
冠
の
大
儒
先
坐
な
ど
.

 

の
こ
と
は
御
姓
名
さ
へ
知
ら
ぬ
な
り
.、
'
又
鶴
少
き
時
ょC

文
章
を
好
み
て
書
き
て
、
：世
.の
中
を
避
け
て
多
く
は
門
戶
を
出
で
ず
，
書 

齋
に
，と
ぢ
こ

も

り

て

筆

を

，と

ひ

て

^

り
た
る
こ
と
な
れ
ば
.

*
世
の
中
の
.碼
師
先
；坐
に
も
心
や
す
ふ
：交
り
た
る
こ
と
な
し
、
凡
そ
吾
邦 

，■Q

古
今
の
儒
先
坐
の
著
述
を
見
る
閑
暇
な
き
ゆ
べ
に
見
た
る
こ
と
な
し
、
；

一

切
知
ら
ぬ
な
り
、
.猶
卜
歲
ば
.か
り
の
.
時

ょ

り

"

徂

徠

の

門
人
宇
佐
美
激
水
の
！
：
に
入
ヵ
て
書
を
讀
め
.り
、-
鶴
二
十
三
.の
年
に
！！
水
先
生
沒
.せ
り
、
潔
水
の
.敎
ベ
は
秦
•
漢
以
下
の
書
を
見
る

.

.

.

.

.

.

.

 

-

-

*

 

:

 

,

 

.

.

.

.

.

 

‘

こ
と
法
度
な
り
、
.
古
«

ば
か
り
注
疏
を
.か
け
て
硏
究
を
す
る
こ
と
な
り
、
ゆ
へ
に
、吾
邦
の
儒
先
坐
の
書
な
ど
見
.奴
は
づ
な
り」

(
r

稽

.

1

1

.

-

V

,''

.

/

-'
-

1

•

 

-

 

.

.

.

.

.

.
 

.

、と
い
つ
..て
は
ゐ
る
が
、
徂
徠
の
學
風
.の
影
響
を
否
定
す
る
こ
と
は
出
來
な
_い
0

唯
彼
は
痛
く
當
時
0

儒
者
が
非
實
踐
的
な
る
と
と
を 

至
る
こ
と
ろ
で
批
難
し
て
，ゐ
る
。
そ
れ
ら
の
.批
難
が
わ
が
國
の
儒
者
を
攻
擊
し
て
ゐ
る
こ
ど
は
極
め
て
明
瞭
で
あ
る
に
も
枸
ら
ず
、
そ 

の
批
雛
が
あ
ま
り
に
も
手
嚴
し
い
の
で
、
敢
て
設
け
た
遁
辭
に
過
ぎ
な
ぃ
。

.
「

S

者
は
、
兎
约
書
.を
譲
そ
こ
な
ふ
て
を
る
ゆ
へ
、
：善
.の
字
さ
べ
知
ら
ず
、
俗
萸
に
劣
る
こ
と
萬
萬
な
ら
ず
や
L (「

善
中
談
.

J
)
.

 

「

扨
百
年
書
を
見
て
も
、
活
智
無
れ
.ば
取
廻
せ
.ぬ
智
也
、
此
智
を
.取
廻
す
こ
と
儒
者
の
持
前
也
、
.
然
に
後
の
儒
者
は
論
語
•孟
子
に
有
.

る
通
り
の
語
を
有
通
に
言
ふ
ば
か
り
覺
て
.
、
そ
れ
が
學
問
ぢ
や
と
思
て
.
居

る

也

」(
「

天

王

談

J
)

•

 

.

 
.

 

»

 

\

 

,

「

凡
そ
儒
者
は
靑
表
紙
に
く
ら
ま
さ
れ
て
眼
ー
.
向
に
見
べ
ぬ
也
、
ぁ
ほ
ぅ
ば
か
り
茇
て
居
る
也
>

必
々
儒
者
の
論
に
拘
ば
る
べ
か
ら
ず
、

.

.

唯
目
の
こ
，算
用
に
聚
賢
の
言
を
ぎ
，し

-

^
推
し
で
見
る
べ
し
、
た
'と
へ
ど
.の
よ
う
な
る
立
派
な
論
に
て
も
、
今
0
世

_
に

用

に

立

ぬ

論

は
.、
^

^
む
だ
議
論
也」

(
「

萬
屋
談J〕。

:
'

 

/

'
 

.

一
 

.

:

.

;

'

.

.

 

.

「

-

.

:

「

後
世
の
儒
者
に
は
或
は
心
を
書
物
に
あ
づ
け
て
、智
を
文
字
に
.あ
づ
け
て
お
く
人
も
あ
り
、
書
は
死
物
な
り
、
文
字
も
死
物
な
り
、

書
にQ

.

ベ
て
あ
る
意
が
沾
き
て
お
る
な
り
、
文
字
.に
ふ
く
み
て
お
る
意
が
活
て
お
る
な
り
.-
'
.死
物
を
か
た
く
守
；̂
て
お
る
を
學
者
と
：

■

 

■

 
.

 

-

 
.

 
.

 

.

 

•

お
ぼ
ゆ
，る
ゆ
へ
に
、
儒
者
に
は
用
に
た
、
ぬ
人
多
き
な
り
ごc.r

洪
範
談」

卷
之
上)

。 

，

-
、
 

.

 

‘

 

-

-

■

 

>
.

 

-

.か
う
し
た
儒
者
攻
擊
は
頗
る
多S

。

彼
が
如
何
に
當
時
0
儒
营
に
反
感
を
'も
つ
て
ゐ
た
.か
が
想
像
さ
れ
る
。
從
つ
て
そ
の
學
問
的
倾

■ -

 

,

 

:
 

J

 

.

.

.

 

•

 

-

 

-

 

.
:
 •

向
は
師
潔
水
と
は
同
じ
く
な
い
が
、徂
徠
と
は
一
脈
相
通
ず
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
•も
ら
て
ゐ
.た
？
彼
が
近
來
の
儒
者
を
品
評
し
た
中
で
、
 

へ
唯
徂
徠
と.新
井
白
石
と
を
賞
識
し
て
：.ゐ
る
:°
.
'

'

「

凡
そ
近
來
の
.儒
若
白
孖
と
徂
被
と
は
"
眞
<D
も
の
を
前
に
を
き
て
^

じ
た
る
人
、
世
の
儒
者
.の
云
こ
と
と
は
、
は
る
.か
に
ち
が
う
て

を
る
な
t

v
 
•..
 

.
e

石
と
.
©
#は

世

に

稀
な
る
學
問
の
人
々
な
り
、
、

•

:

儒
者
は
利
を
き
ら
ふ
こ
と
な
り
、
さ
れ
ど
も
自
石
も
^

谏

•

 

' 

-

 

.

.

.

.

.

.

. 

•

 

•
'

.

も
先
御
勝
手
を
な
を
し
て
、
利
を
得
る
仕
方
第
一
な
り
、
儒
者
は
愛
民
を
お
も
と
す
る
こ
と
な
り
、I
さ
れ
ど
も
&
石
も
徂
被
も
や
は 

,

り
今
の
，通
り
の
取
方
に

.て
、.
.

今
む
逋
り
の
刑
嘯
な
：り
、
儒
者
は
酿
吏
甘
大
ぎ
ら
い
な
り
、-
さ
れ
ど
も
政
談
に
も
中
山
勘
解
由
の
酷
な

.る
を
#

て
、
.ロ
に
も
入
ぬ
fi
t

り
.な
り
、」 0

•稽
古
談」

卷
之
.

1
0
O
.

 

.一'

..
• 

.

.

. 

. 

:

• 

.

.

. 

/ 

.

'

靑
陵
は
實
踐
：を
尊
重
し
，
現
在
に
我
に
立
つ
ぃ
實
用
を
學
問
の
本
旨
と
す
る
。
.從
o
て
時
代
：の
變
化
を
十
分
に
往
意
し
.て
ゐ
る
。
前 

揭
の
：儒
者
に
對
す
る
攻
擊
も
耍
す
る
に

儒

赛

が

時

代

の

變

化

を

無

視

し

，て

.ゐ
た
.か
.ち

であ
る
o
:
'
.即
ち
靑
陵
は
极
本
にr

理」

を
認
め
る
。

パ
海
保
靑
：陵

の

魃

濟

論
•

•■
.?•
-  ̂

•

H
五
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拿
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i
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.
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.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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—
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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掘
保 
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濟

論

：
,

,

へ

.
，

.
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四
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.
- 

こ
の
理
は
如
何
な
る
場
合
で
も
變
化
し
な
い
眞
實
で
あ
る
.

O

聖
人
は
.

.

こ
.の
理
を
說
明
し
て
ゐ
るO

し
か
し
聖
人
の
時
代
と
.現
在
と
で
は 

•勿

論

時

代

が

違

ふ

。

否
？

年

前

と

現

在

と

：で
も
時
代
が
違
ふ
。

こ

Q
「

時
代
し
.を
無
視
す
れ
ば
、
：實
踐
と
麄 

代
，の

變

化

に

應

じ

て

理

の

適

用

は

異

な

る

ド

そ

し

'て

そ

こ

に
彼
自
身
の
,

'

 

つ
の
哲
學
を
發
見
し
、
深
く
こ
れ
を
信
じ
て
ゐ
た
言
で
あ

る
然
ら
ば
彼
の
世
界
觀
の
莪
礎
を
な
し
'

又
そ
の
.
經
濟
論
の
根
本
と
な
つ
た
そ
の
.哲
學
と
は
何
で
あ
.る
か
、
次
ぎ
に
そ
の
.點
を
說
明

•L
.

よ
う
。

'

.

' 

.

:

'
 

.
:
,
:
.
• 

、

.

 

•

 

.

.

. 

. 

'

.‘
. 

H

 

、 

' 

,

,

.

'
 

•

 

.

.

.

.

.

.

. 

- 

- 

■ 

1

r

陵
の
い
，ふ
理
と
は
何
で
&.

る
か
々
彼
は
土
に
引
用
し
た
い
X

0

か

q

文
章
で
*
^
解
る
や
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
が
理
に
依
つ
て
理

解 
I

I
 

信
じ
て 
tv
.;
:
'
:
:
:
,

「

天
地
の
間
の
こ
.と
は
皆
璉
也
、
皆
理
中
也
、
理
外
な
し
、
_

理
外
と1

K

ふ
は
、
.
.理
の
推
L

や
ラQ

.

足
ら
ぬ
故
に
、
趣
外
の
や
う
に 

見
ゆ
る
.也
が
外
の
や
ふ
に
見
ゆ
る
が
や
は
り
顧
中
也
、
理
の
.
足
，ら
ぬ
に
て
理
の
，方
に
は
外
'な

き

也

、

」(
「

天

王

談1_〕

.

■
理
と
は
何
か
。
靑
陵
は
こ
れ
を
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
.で
：說
明
し
て
ゐ
る
。

;

:

.

,

■ 

. 

. 

.

.

.

. 

,.'
 

,
 

f 

. 

■

「

凡
そ
自
然
と
一
衣
こ
と
を
か
し
き
こ
と
也
、
自
然
と
は
理
；の
こ
と
也
、
理
こ
そ
自
然
也」

(

同
上)

と
v>

ひ
、.
又

：

. 

,

.
■
 

,

• 

.

.

.

.
,
- 

- 

- 

'
•
•
•
'
. 

. 

• 

.
 

「

.
ザ
は
现
也
、
神
は
理
也
、
天
も
神
も
無
理
な
る
こ
i

は
と
ん
と
御
き
ら
.ひ
也」

(
h

養
心
談
匕
.

と
も
レ
ふ
。
自
然
、
'

天
、
神
、
.
そ
の
他
同
じ
や
う
な
言
葉
で
處
處
に
說
明
し
て
ゐ
.
石
が
、
要
す
る
に
す
ベ
.
て
の
.■現

象
に
自
然
法
則
の
字

す
る
こ
と
を
靑
陵
は
認
め
て
ゐ
る
の：

で
あ
る
0
'
'

- 

•
» 

V ■■
■
■
:
*
■ 
I 
-

X

 

. 

. 

■ 

. 

r
.
,
. 

.

然
ち
ば
わ
れ
わ
れ
が
こ
の

「

理」

を
知
る
た
め
に
は
ど
ぅ
し
た
ら
ょ
；い
か
0

彼
は
擧
問
は
こ
の
理
を
知
る
た
め
.

に.
な
さ
る
、
も
の
で
あ 

り
、
從
つ
て
讀
書
も
そ
の
た
め
で
あ
.

る
と
考
へ
て
ゐ.
吝
。
ぃ

：：•
.

:

.

..

「

• M

擧
問
は
天
地
間
の
萬
物
の#i-
を
知
る.
こ
と
第
'-
-
*
.な
り
、
し

(
「

洪
範
談」

卷
之
11
-

)

.

• 

- 

*'.
•
 

--■
.

.
 

.

.
\ 

-

天
地
間
の
事
物
.は
天
地
0
理
を
以
つ
て
推
し
七
知
れ
ぬ
：こ
と
は
な
い
0
.'

し
か
し
そ
れ
で
は
漠
然
と
し
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
の「

定
木」

又
は

.
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■
•
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.

1
手
が
か
0」

が
必
：要

で

あ

る

。

そ

.の
規
範
は
學
間
に
依
つ
て
ょ
く
萬
物
の
情
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
：る
と
い
ふ
の
-で
■あ 

る
0

そ
の
た
め
に
は
讀
書
も
必
嬰
で
、

る

が

'»
請
書
ょ
り
も
そ
の
人
の
天
性
に
あ
り
と
解
し
た
や
ぅ
で
あ
る
0 

. 

• '

.

，「

凡
次
地
の
間
は
皆
理
尨
れ
ば
、
.唯

何

を

見

て

も

皆

班

也

、
書
を
見
れ
め
；趣
：が
知
れ
ぬ
，と
者
ふ
は

.な
き
亡
と
也
、
書
を
見
て
も
理
の
ぅ

5 

- 

» 

' 

• 

• 

, 

- 

• 

•ノ

と
き
男
は
や
は
：り
愚
也
、
書
を
見
ぬ
人
に
て
も
理
.

に
か
し
こ
き
奥
は
や
は
り
智
也
、
：唯
智
と
愚
士
は
理
の
早
き
と
遲
き
と
也
、

」(「

天

王
談 J

)

'

.
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'故
に
、

.パ 
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へ
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「

理
と
1-2
\
ふ
こ
と
は
書
を
讀
で
始
；て
會
得
す
る
も
の
に
は
非
ず
、
.書
を
讀
ぬ
方
が
反
.て
早
き
也
、し(

同
と)

.

.

.
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是
理
は
人
に
聞
，て
始
て
知
る
に
あ
ら
ず
、
.

心
に
隨
分
辨
へ‘
：
て

居

る

ぼ

り

、

」(
「

善

中

談

し

:

.
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と
い
ふ
0

し
か
1>

前
述
の
如
く
學
問
を
し
な
け
れ
仗
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な
い0
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(

四
亦
八)

'

「

凡
.
そ
.
理
は
ひ
と
へ
に
見
る
べ
か
^

ず
、
幾
重
も
^

>

-

重
ね
で
す
が
し
て
見
ね
ば
>

賢
面
目
は
見
ら
れ
ぬ
だ
り」

(
「

洪
範
談
1

卷
之
卜
：)
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:

■:
.
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'
:
:
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■
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'

で
あ
る
以
11
-
、
學
問
を
し
.
て
そ
の
規
範
を
知
る
こ
ど
が
常
然
必
要
に
な
る
0

で
.あ
る
0

:
 

—

• 

-

--

资
陵
が
か
ぐ
の
如
’き
合
理
觀
を
得
.
て
來
た
0
'
ば
彼
自
身
い
ふ
が
如
く
そ
の
'天
性
に
蕋
づ
く
も
の
で
あ
ら
ぅ
が
、
又
彼
の
學
風
の
實
踐

.

性
を
，尊
重
す
る
結
果
と
も
見
ら
れ
.る
0,
彼
が
そ
の
：合
理
主
顏
を
西
洋
思
想
か
ら
：得
た
か
ど
ぅ
か
と

.

い
ふ
問
題
に
な
る
と
：、
否
定
は
出
來

.

.

.

.

■

■

 
，

.

'
.

な
い
が
、
消
極
的
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
彼
は
大
槻
玄
，澤
と
共
に「

萬
國
圖
說」

を
.譯
レ
た
蘭
醫
桂
川
甫
周
と
刎
頸
の
交
り
を
結
ん
'で
ゐ

た
。 

、

.
-
.
. 

.

.

.

.

.

.

.

.

「

鶴
幼
少
の
i

き
に
槌
川
甫
周
と
写
ふ
御
醫
師
と
兄
弟
同
前
に
.育
た
^

、
此
甫
周
の
.
祖
父
甫
筑
.と
安
ふ
人
よ
0

甫
三
と
一
其
人
、
凡

三

代 

の
内
鶴
別
懇
也
、
_
甫
周
は
鶴
が
父
の
.
門

人

也

、
鶴
.よ

り

は

年

(0
'

1

つ
も
.
多
し
、
.大
才
子
也
ノ(

「

天

王

談J
)

，

W

陵
が
爾
周
か
ら
西
洋
知
識
を
得
た
こ
と
は
多
少
な
；

o

と
も
認
め
ら
れ
る
0

:
.
'

.「

桂
川
及
に
き
け
る
.は
、
歐
駱
洲
の
大
法
あ
り
、
四
元
行
と
い
ふ
.よ
し
、
元
行
と
い
'
ふ
も
、
.
洪
範
と
い
ふ
も
同
じ
こ
と
，な
り」

(
「

洪
晚

I

I

-

 

,

'

V

.

 

V

-
 

- 

■

し
か
し
！

i
i

陵
の「

理
.
L論
は
主
と
し
て
支
那
思
想
か
ら
得
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
點
は
彼
の「

淡
範
談
S

談
五
行J

「

老
子
國
字
解」

等
を
請
. 

め
ば
頗
る
明
瞭
で
あ
る
。
撕
は
物
の
理
を
推
す「

手
が
、
.り」

と
し
，て「

洪
範」

を
推
擧
じ
て
ゐ
る
。
彼
の
門
下
武
田
尙
勝
が
、洪
範
談」

の

;

 

F

 

.

 

-

題
言
に「

先
生
.
云
、
洪
範*

理
之
淵
源
也」

と
い
つ
て
ゐ
る
や
ぅ
に
，
W

陵
は
，

「

洪
範」

を
尊
童
し
た
そ
し
て
彼
：̂
そ
れ
ら
の
支
那
思
想 

か
ら
一
つ
の
^

^

を
會
得
し
た
.

0

そ
れ
は
第
一
.

に「

三」

を
恶
本
數
と
見
て
歡
事
を
分
析
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
o

.第
二
に
自
我
を
沒
却

,

.
1て
.
他
に
沒
入
し
、：始
め
て
他
I

得
し
得
I

'
い
ふ
認
識
論
で
I

:

'

,
 

三
を
基
本
と
す
る
と
い
ふ
の
は
支
那
.思
想
と
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
唯
.そ
れ
を
徹
民
し
て
す
べ
て
そ
の
理
に
依
つ
て
解
釋
せ 

ん
と
し
た
と
こ
.ろ
に
特
徵
が
あ
る
。
あ
る一

つ
.の
も
の
が
あ
れ
ば
•
そ
0
も
の
に
對
し
上
が
：あ
り
、
-下
が
あ
る
。
即
ち
三
で
あ
る
。 

「

兎
角
數
は
三
つ
な
]9
'
'
、
天
*
地
*
人
0'

三
っ
が
動
が
ぬ
か
ず
な
'り
、
動
か
ぬ
數
と
は
、
天
地
自
然
士
い
ゃ
と
い
ゎ
れ
ぬ
數
の
こ
と
な

り
、
h

と
，下

と

中

と

は

動

か
,̂
數
な
り
、‘：
皁
と
遲
と
中
と
は
動
か
ぬ
，か
ず

.な

.り
、
內
と
外
.と
中
と
、
.濃
と
淡
と
中
と
、
前
と
後
と
*̂

/と
皆
三
づ
な
力
、
こ
れ
を
動
か
ぬ
數
と
い
ふ
な
り
、
老
子
，の
四
大
と
い
ふ
は
、
此
三
つ
の
數
の
外
に
、
又
：一
つ
活
き
た
る
も
の
を
人

れ
、て
四
に
し
た
る
な
り
、-
た
と
.へ
ば
.天
と
地
と
人
と
、
今
ー
つ
氣
と
い
ふ
も
の
を
穴
れ
て
、
天
氣
•

地
氣*

人
氣
と
し
て
、
こ
の
氣
は

. 

.

.. 

• 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

:

. 

.

-

-

ど
こ
へ
も
動
く
も
の
な
り
、
天
*
地
*
人
は
.す
ゎ
り
た
る
，物

な

り

、
氣

は

す

ゎ

^

ぬ
活
き
も0
、

ど
こ
へ
も
つ
く
も
の
.、
き
ま
り
た
る 

居
所
の
な
き
も
の
->
'

き
は
.め
た
る
な
り」

(
「

洪
範
談」

卷
之
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■同
様
の
こ
と
を
五
行
說
に
も
適
用
す
る
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「

凡
自
V

高
而
下
者
、
猶
レ
水
也
、
自
レ
卑
而
上
者
、
猶
レ
火
也
、
在
と
其
中f

而
相
假
相
凝
者
.

猶
レ
土
也
、
以
レ
所
レ
居
而
言
、
則
水
在
レ 

っ

上
'

火
在
レ
下
、
以
，t

歸
而
言
'

則
水
萨
下
、
火
^

上
：、
送
配“I

最
高
最
卑r

最
高
猶
ュ
天
上1

也
、V
最
卑
渙1

地
下1

也

"

其

氣

升 

其
形
降
者
爲
レ
土
、
以
配
ュ
中
常
'

中
常
猶
V

人
也
，
故
水
火
土
三
者
•

_

#

輕
重
で
無
1
1養
貝
賤
ャ
齊
レ
儔
均
卷
、.
.可
霜
跣
言
1
也
、

1
.
金
與
，木
索
、
固
土
之
部
屬
：
旣
言
レ
土
、
則
金
木
從
矣
、.
敌
以
比n

三
者「

則
遊
輕
賤
ノ
如
取
ュ
金
木
“

充
ニ
其
數
ー
則
何
啻
金
木
苹
•

，
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其
位1,

者
必
多
フ
故
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三
爲
i

然

之

常

數

，
也

、

i

非
i

然

之

數
.'
%
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.

然

ら

ば

何

故

：に

水

火

土

三

者

に

配

す

る

の

に

木

金

か

1
1者
を
以
0
て
し
及
.か
0

水
大
土
を
甚
本
と
し
ク

陽
に
分
か
ち
木.
と
金
を.
こ
れ
を
當
て
た
も
の
で.あ
る

.^

見
^

?

恰
% '

老

•
子

の

四

大

と

同

様

で

あ
る
と

い
ふ
の 

/

:
::■

.
,
.:

「

天
地
自
然
に
あ

|

る
.
も
.

の
の
户
，第
一
の
贬
本
を
立
て
、
見
れ
ば
，水
七
火

^

土
と
氣
な
り
、
今
氣
に
陽
と

! ^
:

と
を
わ
け
、欠
，火

*

土
*

.
陰
•

陽

の

五

つ

を

根

本

に

立
.
ね
ば
な
ら

.
ぬ

ゆ
.

へ
に
、
：此

ょ

り

天

地

自

然

の

理

の

行

は

れ

方

を

と

き

.て

見

す

ベ

七

、」
(

r

洪

範

談

」

卷

之

上

)

V

:

と
い
ひ
、
木
•
金
を
說
明
し
で
、
-

-

.

V

.

-
 

:

.
';

.

「

木

は

ぅ

る

お

ひ

あ

り

て

陰

な

り

、
.

金

は

か

わ

，き

て

陽

な

り
'

木

は

光

り

な

ふ
^ ?

！
!

ト
レ
，、

金

は

ひ

か

り

あ

り

て
S

か
コ

t i
r

木

は
■や

わ

；

1'
::'':
 

ン
ら
か
な
り
、金はかたし

>

皆
陰
陽
な
り
、
扨
陰
陽
ど
は
氣
の
名
か
り
、
氣
と
は
洁
き
て
.
お
る
ゆ
ぇ
ん
の
も
わ
を
揩
て
い
ふ
な
り
、」

.

.

V
 

•

-

華

：
：
'

:

:
.

'
■

:
:
'
:
'
.
:

へ
.

：
:

ノ

:-
:

'

、
'

;

:

;
ぞ

.

.

.

.

:

.

:

'

い
.
^

 ̂

一
 

，
 

/

'
.

と
*

.

ベ
て
，ゐ
る
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•
彼
は
こ
の
三
元
主
_

を

あ

ら

ゆ

る

も

^

に
.つ
い
て
推
し
極
め
て
ゐ
る
が
、
こ
丄
で
は
ー
々
述
ぶ
る
必
耍
.1
な
い
0

隹
囉
濟
命
て
1
5
5
 ̂

，
あ

る

四

民

論

に

つ

/い
て
た
け
线
用
ず
る
に
止
め
て
置
か
ぅ
？

‘
.
，
.
-■ 

■ - 
■ 

.
• 

■ 

、

.

.

'
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■

-

:
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.

.

.「

聖
人
分
レ
民
爲
レ
四
ゝ
日
キ
日
農
^

日̂

故
商
’

士
司
レ
敎’

寧
火
之
化
あ
也
、
農? (

種
8

猶
，一
水
之#

物
也
、
i

a

レ

；

.

物
化
"
物

、

猶
T

圭
在
レ
中

、
^

水
火」

造
作
±

也

、
：
此

：|

、
ノ

麥

定

位
§

.

商

交
：̂

.

'

造
作
者
マ
乃
空
他
也
、
.

：猶
下
氣
之
無&

!

以
爲
&

也
、1(「

談
五
行」

プ
 

• 

.

_

V

.

.

第
二
'
に
.
靑
陵
は
物
事
を
理
解
す
与
方
法
と
し
て
.老
莊
思
想
を
採
觸
し
て
ゐ
る
0

.

前
述
か
如
く
彼
は
理
に
早
き
を
智
と
呼
ん
だ
％

皮

•

の
慕
を
以
つ
て
そ
の
方
法
を
.い
へ
ば「

智
を
養
ふ
方」

で
あ
る
。
彼
に
從
へ
ば
論
語
、.
中
*

，
孟
子
*
何
れ
も
こ
の
方
法
を
述
べ
て
ゐ 

る
の
で
あ
る
が
、

順
序
よ
く
詳
細
.に
述
べ
た
も
'
の
は
、
む

レ

ろ

攀

、
莊
チ
、
韓
f

等

で

あ

る

と

，い

ひ

、

チ

I

つ
て
そ
の
方
法 

を
述
べ
て
ゐ
る
0

.

0.
1

卷
子
國
字
解」

も
祠
樣Q

意
圖
に
出
た
も
'
の
と
見
ら
れ
よ
ぅ
0

彼
は
莊
子
を
次
ぎ
の
や
ぅ
•
に
理
解
す
る
9 

「

庇
子
の
第
5

逍
遙
遊
な
り
、.
；此
逍
議
の
執
行
出
來
上
れ
ば
*

第
二
の
齊
物
論
を
執
行
す
、齊
物
論
出
來
上
れ
ば
養
坐
奢
執
行 

.

す
、
此
三
段
成
就
し
て
ん
.間
に
居
れ
ば
‘

平
^

下
治
國
修
行
富
由
自
爱
り
と
云
り」

、(「

前
識
談」

)

第

i

の
逍
遙
迟
对
彼
の
言
葉
で
表
現
ず
れ
ば
我
觀
我
で
あ
る
と
い
^

即
ち
自
已
が
自
已
自
身
を
觀
る
こ
と
1?
.あ
る
-0

自
已
反
省
で
あ 

る
o

そ
れ
に
は
自
己
を
離
れ
て
，n̂k

}

を
觀
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
:
，

，

「

己
が
心
己
が
身
を
出
で
て
遠
く
よ
り
.己
冰
身
を
見
る
こ
と
が
出
來
て-

後
に
己
が
身
に
指
圖
す
る
ど
.と
も
、
己
が
身
に
異
見
を
加
る 

こ
と
.も
出
來
る
也
*

左
れ
ど
も
己
が
身
を
已
如
身
ぢ
や
-
と
思
ふ
今
へ
兎
符
ひ
い
わ
す
る
氣
味
あ
る
故
、
兎
角
己
れ
が
'よ
き
つ
.も
り
に 

な
る
は
、.
ま

だ

く
'已
が
身
を
己
が
心
が
出
た
り
と
云
%'
1

の
に
あ
ら
ず
、」 (

同
上)

:

第
二
の
齊
物
論
を
彼
は
我
爲
物
と
呼
ぶ
マ：

‘，

,
, 

.
■.
'
:

,「

是
は
我
身
を
色
々
.に

物

，に

し

て

見

、

.，
其̂

々
の
情
を
紐
る
と
と
な
り
ご(

司
.上)

，、

'

.下
民
の
情
を
士
君
子
の
情
を
以
つ
て
す
れ
ば
、
民
を
^

め

得

な

い

；
の
.が
當
然
で
あ
み
。
下
民
1

ー
銃
治
す
る
の
に
は
、-
卞
民
の
情
を
知
A
 

て
始
め
て
可
能
で
あ
る
.0

.そ
れ
に
は
自
ら
下
民
と
な
つ
て
觀
察
す
る
こ
と
が
怂
要
^

あ
る
：0

.

.

「

凡
そ
人
.の
情
を
推
す
.に
は
、
心
を
ニ
つ
に
分
て
|
.
つ
を
先
方
の
腹
べ
打
込
‘

先
方
の
心
.に
な
る
を
お
き
て
、j

つ
を
我
腹
へ
入
お
き•

.

海
保
赍
駿
.
の
經
濟
論
''
;:

.

-

:

:へ.：
.,
.
.
. 

• 

'四r

 

ノ 

(

五
〇！0

 

'



:

:

悔
俅
W

陵
の
.

P

濟
論
V
 

>

,'

,

r

_

.'

へ

四

ニ

ハ

(

五
0

二)
.

'

て
、
是
を
無
心
に
し
て
傍
觀
の
狩
師
心
0

さ
は
い
^

受
る
氣
に
.な
ら
ね
ば
、
人
の
情
は
探
れ
ぬ
也
、」

へ
同
上)

、

パ
.
こ
の
方
法
を
以
っ
て
、
人
間
ば
.か
り
で
は
な
い
、
'湾
i
r
t木
以
下
す
ベ
て
の
物
の
本
質
を
理
解
丨
.得
る
.と
い
ふ
の
で
あ
る
。

.
 

.

 

.
 

-
 

-

「

木
g

l

て
、
枝
は
人
§

足
f

，
手
$

を

如

I

は
大
i

f

 

人

人

情

を

以

て
 

'

木
を
推
の

に

で
、
木
情
を
以
て
木
:̂

推
す
に
あ
ら
ず
、
木
の
方
に
ては

；!

ぎ
お
ろ
さ
る
\

は
*

人
の
手
足
を
切
ら
る
、
と
は
ち
が
ひ
、 

/

人
の
身
ょ
り
汚
血
を
取
る
位
の
薇
に
.て
、
.却
て
氣
が
輕
ふ
な
り
て
心
ょ
か
也

t (

同
上〕

.0

最
後
の
養
坐
主
と
い
ふ
の
'は
，

■
 

: 

; 

.
 

..
 

■
 

V
 

.

.

.

「

莊
子
の
エ
夫
に
は
朝
竑
り
晚
ま
で
行
ふ
事
ご
と
に
、
一
々
こ
れ
は
生
'を
養
ふ
理
か
、
是
.は
己
を
利
す
る
理
か
み
•
問
こ
と
捷
路
な
り
と
.

S

こ
と
也
、」 (

同
上〕

.
_

,

-

. 

-

' 

V 

.
 

/

.靑

.陵
は
こ
れ
を
名
づ
け
：て
皆
利
我
と
い
ふ
。
し
か
し
そ
れ
は
單
に
目
前
の
利
己
的
行
爲
の
み
を
指
す
の
で
は
な
い
。
我
觀
我
、
我
潙
物

.
•
 

-
. 

一
 

- 

. 

,

-へ
.
.
.
-

の
過
程
を
經
て
、
物
の
理
を
十
分
に
知
っ
た
後
に
.,
自
己
の
行
爲
が
天
理
に
合
し
、
自
己
に
利
益
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
ぅ
か
を
冷
靜
.

I
 

.
 

. 

'
 

.
 

•
 

■

に
削
斷
す
る
こ
と
で
あ
る
。
哿
陵
は
そ
の
結
果
中
庸
思
想
に
到
達
し
て
.ゐ
る
。

：

.

「

凡
そ
過
と
不
及
と
は
皆
己
が
身
に
損
の
ゅ
く
理
也•

天
の
理
.に
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り
、
'過
も
愚
に
屬
す
、
.
不
及
も
亦
愚
に
屬
す
、
故
に 

天
理
ほ
ど
中
す
み
な
る
こ
と
な
し
、
し(

同
上)

0.
: 

, 

. 

' 

>

以
上
大
體
靑
陵
の「

理J

に
■

す
る
考
へ
：方
を
說
明
し
た
の
で
あ
る
が
、
か
、
る
.見

地

に

立

っ

て

彼

が

經

濟

現

象

に

.っ
き
如
何
な
る
根 

本
的
原
則
を
認
め
て
ゐ
た
か
を
最
後
に
明
か
に
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
。
上
述
し
た
と
と
ろ
で
も
あ
る
程
度
ま
で
承
認
さ

る
\

こ
と
は
.

彼
が「

利
し
を
以
，つ
て
根
本
的
な
も
の
と
し
、從
來
の
儒
者
が
利
を
.卑
し
む
ベ
き
も
の
と
し
た
こ
と
を
課
_

な
り
と
し
て
ゐ
る
點
で
あ
る
。

\ 

,——

 

：

■

. 

ノ 

..
 

■

.
'
.
て

 

.

-

, 

■

勿
論
彼
の
い
ふ
.利
が
物
質
的
な
も
の
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
と
は
v>

へ'
な
い
が
、
.'

大
體
に
ギ
い
：て
人
間
は
利
を
追
求
す
る
苕
で
あ
る
こ
.と
認

め
.て
ゐ
る
。
"

'
 

'

■

.

.

.

ン 

，

.

.
i 
.

«0
: 

.

「

利
は
す
て
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
、
民
は
愛
し
す
ぐ
べ
き
も
の
に
あ
ら
^

、
治
世
に
利
を
す
て
る
は
天
理
に
あ
ら
ず
、
‘民
を
愛
し
す
ぐ 

る
は
天
理
に
あ
ら
ず
、J

 (
「

稽
古
談」

卷
之
. 

一〕 

A
V
.

の
如
き
議
論
は
各
所
に
衡
見
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
人
間
の
刺
日
心
を
自
然
の
法
則
と
し
て
承
認
し
て
ゐ
る
や
'
ぅ
で
あ
る
。
又
色
食 

の
ニ
欲
を
も
人
間
の
本
能
と
し
て
止
む
を
'#

ぬ
.も
の
で
あ
る
こ
と
も
認
、め
て
ゐ
る
。 

:

「

第
一
.

に
.
大
い
な
る
物
を
食
と
す
、
I

 
く
は
ね
ば
餓
死
す
I

f

 

>
第
二
に
大
な
る
も
の
I

と
す
、
色
を
禁
ず
れ
ば
病
を
な
す 

也
、
古
ょ
”

飲
食
^

次
は
人
の
大
愁
存
す
と
，

S

ベ
!>
•
■
、
色
食
は
.性
也
と
い
へ
.
'1
)

.
;'

故
に
古
へ
あ
り
亂
の
.
起
る
.，は
.食
色
の
：ニ
つ
也
、」 

C

 

或
問」

〕

.

.

.

.

.
 

•ハ.

.

.

"

.
 

-

、

，

.

.

. 

,

'

彼
の
か
ぅ
し
た
熊
度
が
そ
，
議
論
を
著
し
く
正
統
派
經
濟
學
.
の
ぞ
れ
に
類
似
じ
た
も
の
に
な
し
.、：

當
時
と
し
て
は
珍
し
い
ほ
ど
科
學
：

的
な
議
論
を
な
さ
し
め
た
の
で
あ
る
。
勿
論
彼
は
以
上
の
人
間
の
.
本
能
を
鉴
礎
と
.
し
•
て
そ
の
經
㈣

_
を
發
展
せ
し
め
た
の
：では
な
い

。
.

. 

- 

.

. 

. 

.

.

. 

-•

唯
彼
が
そ
れ
ら
を「

理」

と
し
て
常
に
認
め
て
ゐ
た

0

と
か
ら
自
ら
坐
じ
た.も
の
で
あ
るo
 

'

 

...

•

 

- 

ン 

.

 

- 

.

.

.

.

.

■

'

四

.：

■ 

■ 

•

:
; 

1 

. 

. 

靑
陵
は
理
忙
反
す
る
：こ
:>
i

は
行
な
い
難
い
こ
と
を
述
べ
、
萬
物
す
ベ
て
理
に
依
つ
て
動
く
も
の
と
信
じ
て
は
ゐ
.た
が
、
そ
れ
ら
の
現

:
:
'
海
保
资
陵
の
經
濟
論
.

.

 

•

.

四
一
一
一
.

.
c

五
0

1

5



■
'
:
■■
:.
:
> 

海
保
靑
睃
の
.
經
濟
諭
■

.

..

.

..

四

碉

ス

五
0

四)

.

象
が
時
代
に
依
つ
て
變
化
す
る
こ
と
名
認
識
レ
て
お
た
。
理
は
根
本
と
し
て
變
化
し
な
い
が
、
世
の
中
の
現
象
は
何
時
と
な
く
變
化
す 

る

.0
彼
は
こ
れ
を「
流
行」

と
い
ふ
言
葉
を
以
つ
.て
表
現
し
て
ゐ
る
o

へ
.
'
、
、
'
. 

•

,

.

「

凡
li
t

'の
中
の
變
行
は
、
い
つ
變
ず
る
と
も
な
く
變
ず
る
も
0
故
に
、
晝
夜
た
ゆ
ま
ず
進
‘み
行
く
、
故
に
流
行
と
一K.

な

り

、
平

々

，た

る

.

■

-

 

.
 

■
 

•
 

•
 

.-.
■■■ 

-
 

-
 

: 

-
 

'
 

-'.

.
世
の
事
も
、
な
に
も
な
き
世
に
て
も
、
十
^

に
は
ぐ
わ
り
り
^

な

り

「

變
理
談J

)

'0

.

彼
は
田
沼
意
次
が
老
中
に
な
つ
た
安
永
元
竽
壬
.辰
後
と
.
將
軍
家
：治
死
し
、
松
乎
定
信
執
政
以
世
に
變
じ
た
天
明
六
年
丙
午
以
後
と

. 

.

V 

. 

'
 

* 

i
 

* 

- 

.
•

 

•
 

-
 

-

に
、
如
何
に
世
相
が
變
じ
た
か
を
.注
意
し
、
' そ

の

風

俗

輕

簿

巧

儇

と

な

り

、
卞
说

の

智

の

：增

大

し
た
か
に
つ
.い
て
例
を
擧
げ
て
說
明
し

て
ゐ
'る
。
出
沼
時
代
に
.は
田
沼
に
取
人
る
た
め
に
.な
し
炎
苦
心
の
树
を
述
べ
、
鬼
信
時
代
に
、つ
い
て
は
統
制
令
の
法
網
を
潜
ら
ん
が
た

. 

•
: 

,

め
に
.な
し
た
商
人
の
例
を
擧
げ
て
ゐ
る
。
殊
に
後
の
例
の
如
き
は
今
日
の
公
定
價
.格
に
對
す
る
‘も
の
i

全
く
同
一
で
あ
る
。
興
味
の
點 

，か
ら
敢
て
こ
、
に
一
例
を
擧
げ
る
。
酒
の
直
段
が
公
定
價
格
よ
り
高
價
で
あ
つ
た
の
で
、

.'： 

.
-

「

役
人
大
に
怒
て
、
如
レ
此
の
本
直
段
.な
る
に
、
-な
ぜ
に
高
價
に
寶
た
る
ぞ
、

以
來
は
樽
の
代
五
匁
を
一
升
に
'か
け
て
、

一
樽
に
付
五 

匁
づ
'
の
利
分
を
以
、
船
運
賃
い
か
ほ
ど
取
て
商
ふ
べ
し
と1K

"

是
も
酒
屋
は
受
垂
い
、
難
船
な
'ど

申

立
る
で
あ
ろ
.ふ
と
思
ひ
の

外
、

早
速
に
畏
り
奉
る
、
翌
B

よ
り
右
の
割
を
以
て
賣
A
、
印
は
い
か
に
も
其
印
な
れ
ど
も
、
酒
は
水
平
分
ほ
ど
入
て
あ
る
な
り
，
買
手

.
1
1 

\

こ
^
と
を
い
ひ
て
も
、
此
洒
な
ら
で
は
ご
ざ
ら
ぬ
とI

K

を
、.
尤
：

i

統
其
以
前
よ
り
申
合
て
置
た
れ
ば
、
ど
こ
へ
敢
に
'や
り
て
も

.

/

 

■
 

-
 

•
 

.

-

 

..
 

-

.

水
酒
ば
か
o

な
り
、
好
酒
を
飲
つ
け
た
る
與
大
に
困
し
み
、ハ
自
身
に
酒
屋
に
行
極
.九
賴
み
、
以
前
の
酒
を
內
タ
に
て
賣
て
も
ろ
ふ
、 

酒
屋
も
ふ
し
ゃ
ぐ
に
こ
^
と
を
茇
な
が
ら
ぅ
る
な
り
、
買
手
は
#

を
つ
き
恭
敬
し
て
願
ひ
、
願
て
漸
々
か
ふ
、
酒
の
直
は
內
證
も

.

の
故
、
：前
ょ
り
は
だ
ん
と
高
し
、
や
す
け
れ
ば
賣
ら
ぬ
故
何
と
も
い
は
れ
ず
、
'大
に
篇
く
買
取
な
り
•
是
は
酒
屋
兼
て
斯
ぁ
ら
ん
と
. 

k

腐
の
時
分(

前
に
茛
腐
屋
の
前
例
ぁ
り)

ょ
り
寄
合
を
つ
け
*

ょ
く
^

^

示
し
合
て
置
た
る
こ
：と
な
り
ご(

同
上)

y

 

こ
れ
に
對
し
て
、
靑

陵

ば

: '

'
.

「

流
行
と1

H

も
の
は
お
そ
ろ
し
き
も
の
に
て
-

誰
が
始
に
す
る
と
一
K

C;

と
も
知
れ
^

、
誰
我
先
に
と
巧
儇
に
な
る
乙
と
な
り
、
し(

同
上〕 

と
い
つ
て
ゐ
る
。
じ
の
例
は
勿
論
^

の
時
ft
-

的
發
展
に
關
す
る
意
見
を
示
す
も

の
と
し
て
は
適
例
で
は
な
い

。

し

、

し

彼

が

現

象

の

變 

化
に
注
意
し
；て
ゐ
た
こ
と
は
窺
枕
れ
る
9

,,
,

丨

.

靑
陵
が
時
代
的
發
展
を
.認
識
し
て
ゐ
.た
例
と
し
て
は
、
加
賀
雜
の
經
辦
政
策
を
論
じ
*

昔
の
一
藩
_

給
自
足
政
策
に
言
及
し
、

「

世
の
中
移
り
易
る
ゆ
へ' 
に
晋
の
通
り
に'!
-

,

へ
て
お
か
ん
と
思
へ
：ど
も

-

- r
-

わ
り
て
ゐ
ぬ
も
のは
世
の
中
の
流
行
也
。」 (

「

東
贐
し 

と
い
ひ
、
そ
の
津
留
政
策
を
批
難
し
て
、
.
通
商
の
必
要
文
論
じ.て
ゐ
る
も
の
へ「

稽
古
談」

卷
«

1

及
び「

海
保
儀
平
書」

中
に
も
ぁ
り)

の 

如
き
が
適
例
で
ぁ
ら
ぅ
？

.；
 

' 

:

從
づ
て
靑
陵
の
經
资
論
は
決
し
.

て「

き」

の
み
.で
論
じ
つ
め
た
抽
象
的
議
論
で
は
な

く

、

そ
の
時
代
々
々
の
變
遷に
_

じ

て
具
體
的
に 

.

そ
の
方
法
を
論
ず
る
政
策4
1

で
ぁ
る
。

/

-.
-

V

 

-

か
つ
理
想
を
邀
本
と
す
：る
議
論
.

で
は
な
い
か
ら
、
：
.

そ
0

政
策
を
實̂

す
る
主
體
が
問
題
と1

ら
ざ
る
を
得
な.
い
0

こ
こ
に
彼
が
幾
度

’ 

• 

-

... 

.パ

.

.

.

.

. 

: 

.
-
: 

;

■■
:
[ 

■
 

'
 

'

.

' 

.
，
し,
L .

か
述
べ
て
ゐ
る
主
覇
.の.
別

が

問

題

と

な

る

の

，
で

ぁ

る

°

か
つ
當
時
儒
者
の
理
想
と
す
る
と
と
ろ
が
茁
道
政
治
凇
ぁ
り
、
そ
の
立
場
に
立 

つ
て
利
を
粤
し
む
理
想
的
經
.濟
論
が
出
.：て

ゐ

た

の

：で

ぁ

る

0;

靑
陵
も
王
道
を
.批
難
し
て
は
.ゐ
な
.
い
。
し
か
し
彼
の
問
題
と
す
る
の
は
昔

:

:

:海
保
.赍
陵
：の

經

濟

論

.
:

.
:
‘ ：

.

 ̂

 ̂

,
:

:•

:
, 

§'

.
'■
s

o

 五)

：



.

:
■
' 

'
海 
I

 
の
經
.濟

論
.

'
 

へ

'

'

,

.

.

..

.
四

六

.

(

五 
2

0

 :

の
茁
遨
の
行
な
は
；

g
V

ゐ
た
時
代
で
は
な
ぐ
、
現
在
で
あ
り
'
又
し
か
も
諸
模
の
經
濟
で
あ
る
o '
•

,

「

王
と
は
外
の
無
き
名
也
’

天
卞
丸
持
ゆ
灸
隣
國
と
茇
者
な
し
、
法
度
觸
支
出
せ
ば
天
下
中
の
惣
法
度
也
、
偖
•取
國
の
金
銀
が
西
國
へ 

.行
き
て
も
> 

天
下
丸
持
な
れ
ば
や
.は
り
此
方
の
金
銀
な
り
、
故
に
世
界
を
花
美
に
し
や
ぅ
と
質
素
に
仕
樣
と
、
此
方
の
手
に
.あ
る
也
、」

(
「

海
保
儀
平
書
し
.

.

.

■.

こ

;

■

,

'

:
: 

- 

.

.

;
 

へ

：

.
：

.

•

故
に
壬
道
な
ら
ば
、
統
治
’Q

如
何
に
依
つ
て「

流
行
：！を
左
右
し
得
る
こ
と
に
な
る

0

然
る
に
.

'

.

.

.

.

.
 

• 

- 

'

「

覇
と
は
外
の
有
る
名
な
り
、
隣
國
四
方
に
引
續
き
て
居
る
也
、
法
度
を
出
し
.
て
も
隣
國
へ
は
觸
ら
れ
ぬ
ゆ
袅1

國
ぎ
り
也
、
我
國
の

.

 

-

 

•

 

•

 

;

 

.

 

/

/

.

,

 

.

 

.

金
銀
他
國
.へ
：行
け
ば
此
方
の
用
は
た
ら
：ぬ
也
、
故
に
世
界
の
風
俗
の
此
方
の
自
由
に
な
ら
ぬ
而
己
な
ら
ず
、
此
方
の
風
俗
も
此
方
の 

.自
由
に
.な
ら
ぬ
な
り
V」

(

同
上)

.

.

.

\

.

.

即
.ち
翱
道
に
あ
つ
て
は
世
界
の
流
行
に
合
せ
て
ゆ
く
必
要
が
起
り
♦

.そ
の
流
行
を
如
何
と
も
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ

-

 

_

.

■■
■

-

 

.
 

t
i 

'
 

.

し
て
彼
は 

/ 

.

.「

今
公
方
様
は
御
名
.は
諸
侯
な
れ
ど
も
、
.
其
實
は
.王

也
.,

此
方
様(
加
賀
侯)

は
御
名
も
諸
侯
な
れ
ば
、
其
實
も
諸
侯
也
‘
K

同
上)

 

と
い
づ
て
ゐ
る
。
し
が
し
彼
ば
果
た
し
て
藉
府
を
主
道
と
考
へ
て
ゐ
た
ら
ぅ
か
。
彼
は
他
0

と
こ
ろ
で
次
ぎ
の
や
ぅ
に
い
.
つ
て
ゐ
>'
0 

「

況
や
當
時
江
戶
を
始
皆
々
國
の
政
、
覇
の
仕
掛
な
ら
ば•

何
も
.取
除
け
べ
き
こ
と
に
あ
ら
ず
、
覇
は
外
の
あ
る
名
也
と
云
は
、隣
國 

■

を
他
國
と
一K

、

隣
幽
を
他
國
と」 M

は
外
の
あ
^

也
、
天
下
を
丸
で
己
が
.國
と
す
れ
ば
、.
鱗
國
も
自
國
也
•

是
隣
國
な
き
也
，
隣
國
とI

K

 

も
.ぬ
な
き
を
外
な
き
と
云
也
ノ
己
が
國
豐
年
で
隣
國
凶
年
.な
れ
ば
.

.
己
が
.國
の
.
米
直
段
高
ふ
.な
o

て
勝
手
に
{
且
き
也
と
：

I
K

は
、
外
あ

る
仕
方
也
、.
p

_

o
闪
も
此
方
の
啟
な
り
と
^

は
外
な
き
也
、
今
諸
侯
方
は
隣
國
あ
り
、
.江
戶
樣
も
隣
國
あ
り
、
大
き
う
.云
て
見
れ 

ば
、
支
那
も
朝
鮮
も『

オ
'
ロ
シ
.ャ』

も
.隣
國
也
*『

.ォ

.
ロ
シ
ャ』

の
勝
手
あ
し
い
ょ
う
、
此
方
の
勝
手
ょ
き
ょ
ふ
忙
と
云
は
觀
也
、
蹰
な 

.れ
ど
も
隣
國
あ
れ
ば
菇
非
に
此
論
也
' 

玉
道
は
外
無
き
な
れ
ば『

オ
口
シ
ャ』

も
此
方
の
國
、
支
那
も
此
方
め
國
、
朝
鮮
も
此
方
の
國 

.

で
な
け
れ
ば
王
道
に
あ
ら
ず」

、(「

養
心
談」

>

.
 

,

• 

‘'.

實
際
狀
態
が
か
う
で
あ
る
か
ら
、 

. 

：

.

「

今
の
儒
箸
王
道
は
#

、
薊
謂
は
悪
し
と
說
こ
と
愚
の
至
也
、し(

同
上)

。 

丨 

\

.

こ
の
王
湖
論
は
通
常
常
時
說
か
れ
て
ゐ
た
議
論
.̂

は
同
じ
く
な
い
。
靑
陵
が
王
は
他
の
な
き
も
の
、
覇
は
他
の
あ
る
も
の
と
い
ふ
區 

別
論
か
.
ら
出
た
も
，の
で
あ
り
、
彼
自
身
の
理
論
と
し
て
は
當
然
の
.
結
論
で
あ
る
。:
し
か
し
そ
れ
を
以
.つ
て
他
の
儒
者
の
王
覇
善
悪
論
を 

打
破
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
青
陵
は
又
他
の
^

こ
ろ
で
儒
者
の
王
道
論
が
單
な
る
理
想
論
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
論
破
し
て
次
ぎ
の
如 

く
い
つ
て
ゐ
る
o
.
.
.

「

凡
そ
後
の
儒
者
-

み
纩
書
を
讃
み
古
今
の
事
を
嘧
み
分
て
、
行
義
至
.
て
宜
く
、
金
石
の
如
く
に
堅
し
、
此
の
心
を
以
て
.下
の
愚
民
を

• 

.
 

.

. 

.

御
せ
ん
と
す
.る
こ
と
間
違
な
り
、
下
の
人
何
と
.て
書
を
讃
む
暇
あ
ら
ん
や
、
何
と
て
義
理
を
か
み
わ
け
る
智
あ
ら
ん
や
、
何
と
.て
金

■ 

■'
 

.

.

.

.

 

.

.

石
の
如
く
堅
か
ら
ん
や
、
興
の
不
行
_

の
民
を
1

質
屋
へ
入
ら
ぬ
や
う
.に
，
靑
樓
へ
登
ら
ぬ
ょ
う
に
*

芝
.居
を
見
ぬ
や
う
に
、
孝
悌

巾
心
信
の
み
に
か〜

わ
る
ょ
ふ
に
と
、
世
話
を
役
こ
と
遊
だ
無
理
.な
る
こ
と
な
り
、
其
の
上
ひ
そ
か
に
聞
け
ば
.、
彼
儒
者
と1

K

ふ
も
の

.
 

•
 

.

.

.

も
*
內

々

は

あ

ま

り

書

も

見

ぬ

そ

う

な

り

、
古
今
の
こ
，と

.も
齋
わ
_け
出
來
ぬ
そ
う
な
り
、
行
儀
も
內
々
は
金
石
2>
如
く
に
も
な
き
ょ

.
/ 

- 

.

.

.

.

.

.

.

海
保
靑
陵
の
經
濟
論
'
 

•
、

.
 

..
 

,v
 

.

四

七
■'(

五
〇
七
.

)

.



,

.
-

:

海
保
靑
陵
の
.
經
濟
声
、
.

.

四

へ

(

五
0

八〕

，
'

.

し
に

:.
-

-

'

人
々
.
ぅ
わ
|

す
る
こ
と
|

、
左
袅
其
響
さ
へ
內
々
.鏡

肇

繩

に

含
 

何
と
て
下
.
々
の
•
愚
民
に

出
來
よ
ふ
は
ず
な
し
、
是
れ1

國
き
り
の
諸
侯
は
、.
.
.主
.道
を
す
る
こ
士
出
來
ぬ
こ
と
な
タ
ご(

「

富
貴
談
-

• 

• 

. 

.

.

.

.

.

.

.

 
,

 

•

 

-

 

«

 

.

.

.

 

.

 

-

.

 

•

 

•

 

•

'

靑
陵
は
實
際
問
題
と
し
て
一
般
民
衆
を
?|
|
察
し
、
.
そ
こ
に
溶
易
に
克
服
し
難
い
入
類
の
本
能
を
.見
、
そ
れ
が
彼
等
を
し
て
理
想
的
な
.

•

 

.

•

 

-

 

J

 

.

 

-

 

.

 、

.

 

，
 

•

«

ら
ざ
る
行
爲
に
赴
か
せ
る
こ
と
を
知
り
、
又
そ
れ
が「

理」

で
.あ
る
こ
.と
を
認
め
て
ゐ
た
0
從
0
て
人
間
の
カ
で
は
如
何
と
.も
な
し
難
い

‘
■1

流
行」

の
カ
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
唯
そ
€>

本
能
を
利
用
し
、
換
言
す
れ
ば「

理J

に
從
つ
て
*

民
衆
.を
指
導
し
、「

流
行
し
に
添

•

 

•

 

:

 

.

 

.

 

.

 

-

 

„ 

■

-
 

,

,

ふ
て
彼
等
を
銃
治
す
る
よ
り
外
な
き
こ
と
を
い4

の
み
で
あ
る
。
そ
れ
が
彼
の
い
ふ
蹰
道
で
あ
り
、
又
彼
の
如
き
見
地
に
立
つ
限
り
、

-

 

.

 

•

 

• 

.
 

.

.

.

 

■

當
然
の
解
釋
で
あ
つ
た
と
い
，
へ
.よ
ぅ
。
從
つ
て
こ
t

に
そ
れ
を
實
行
す
る
法
が
問
題
と
な
々
、
彼
は
こ
れ
に
つ
い
て
繰
返
し
て
多
く
の

■ 

» 

I

場
所
で
論
及
し
て
ゐ
る
.0

.
:■

■、
 

-

..

..

'
五

ノ
 

.

. 

•
•
• 

• 

/ 

: 

- 

!

-

靑
陵
は
そ
の
考
ベ
方
に
近
蔚
合
理
主
義
に
近
.き
も
の
を
有
し
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
民
衆
觀
は
依
然
と
し
て
封
建
的
愚
民
觀
. 

で
あ
り
*

又
そ
れ
を
よ
し
と
見
た
。 

.

「

民
は
智
の
な
き
も
の
也
、
ぶ
き
よ
ぅ
な
も
の
也
、
故
に
善
民
に
な
る
と
去
こ
と
は
な
き
こ
と
也
、
善
民
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
わ
け
有 

れ
ば
な
：る
也
、」 (「

養
心
談
J

V
 

.

:

■

.

.

■

'

「

.
一.體
は
小
民
は
何
も
知
ら
ぬ
方
が
よ
き
な
り
、X

「

洪
範
談

L

卷
之
中)

。

.

、

,

: 

V 

- 

■

か

ぅ

し

た

言

葉

は

靑

陵

の

荖

書

中

に

-f
f

i
之
現
.は
れ
.て
ゐ
ざ
と
こ
ろ
で
ぁ
る
:0
彼
は
上
に
ぁ
る
者
が
智
者
で
下
に
ぁ
る
者
が
愚
者
で
あ

る
こ
と
が
理
に
適
つ
て
ゐ
る
と
僖
匕
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
。

、
、

 

’

「

古
へ
：の
士
は
智
を
上
へ
則
擧
て
、
下
.へ
わ
た
さ
ぬ
や
う
に
し
た
る
ゆ
へ
、
智
士
が
敷
民
を
つ
か
ふ
こ
と
出
來
る
な
り
、
是
順
な
o

、
し 

(
「

善
中
談J

〕

 

.
 

「

水
火
土
陰
陽
を
水
火
土
陰
陽
と
い
は
ず
し
て
、
水
火
木
金
土
と
一
其
は
、
智
は
上
に
ば
か
b

あ
る
べ
き
も
の
に
て
、下
に
は
わ
た
ら
ぬ

も
の
と
し
た
る
故
也
、g

勢
は
君
に
ば
か
り
あ
る
べ
き
は
ず
の
も
の
に
て
、臣
に
は
あ
る
ま
じ
き
も
の
と
し
た
る
故
也
し(

「

前
識
談
し
。

■ 

• 

• 

• 

.

こ
の
見
地
'か
ち「

浪」

が
定
め
ら
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。"
從
っ
て
彼
も
當
時
の
ー
般
儒
者
と
同
様
に
、
■論
語
泰
伯
篇Q

T

子
日
、民
可

•

 

'
 

,
 

'
 

•
 

.

:,
....
 

•

使
由
之
、
不
可
便
知
之」

に
.依
っ
て
次
ぎ
の
如
く
い
ふ
？

：

,

.: 

\ 

丨
\
 

„
 

'
 

,
 

• 

; 
..
 

• 

■ 

J 

.

「

孔
子
の
語
に
、
：民
を
ば
こ
れ
に
由
ら
し
む
べ
し
、
こ
れ
を
知
ら
し
む
べ
加
，ら
ず
とM

ひ
た
る
心
は
、
民
は
至
愚
な
る
も
の
ゆ
へ
に
、

•,
 

:..• 

....

人
を
愛
ず
る
が
よ
い
と1

K

わ
け
を
ば
、

1
:

々
知
ら
さ
る
i

も
の
で
は
な
い
、
そ
こ
が
至
愚
の
民
じ
や
ゆ
：へ
に
•の
み
こ
み
に
く
ひ
も
の

じ
や
、~
合
點
の
ゆ
く
よ
ふ
に
.

い
ひ
と
ろ
.ふ
と
思
て
も
、
大
に
も
の
を
：い
ひ
つ
く
る
よ
ふ
に
て
の
み
こ
ま
せ
ら
れ
ぬ
ゆ〈

に
、
.唯
人
を

.

.

. 

 ̂

-

殺
せ
ば
时
首
に
す
る
、

人
を
愛
す
る
人
に
ば
褒
美
を
と
ら
す
る
と
.い

ふ
こ
と
ば
か
り
一
お
ふ
て.
、
ど

ふ
云
わ
け
で
人
を
段
し
た
る
：も
の 

'

^

£

宵
、
.人
を
愛
す
る
も
の
に
は
褒
美
を
と
ら
す
る
と
云
ふ
わ
け
は
、
斑
は
し
ら
ひ
で
も
よ
き
と
と
じ

や

•
.
.
太
も
人
の
家
へ
あ
が
れ
.

•

 

V

 

•

 

.

 

• 

•

 

.

 

•

 

■

* 

•

ば
唯
っ
ち
の
.
め
ず
也
，
ど
う
沄
わ
#

で
人
の
家
へ
あ
が
れ
ば
討
の
め
す
と1

K

わ
け
を
ば
、
犬
に
は
知
ら
さ
る
、
も
の
で
は
な
い
、
唯

あ
が
れ
ば
时
る
、
ゆ
へ
K

あ
が
ら
ぬ
が
よ
い
と1

K

て
、
あ
が
り
.さ
へ
せ
‘
ね
ば
よ
き
こ
と
也
と1

K

ふ
こ
と
也」

C
「

論
民
談」

か
く
の
如
き
狀
態
が
ー
般
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
問
題
は
起
ら
な
い
6

然
る
に
こ
の
頃
の
民
は
.素
朴
な
、
太
の
や
う
な
民
で
は
な
い
。
即

.

. 

•
 

-
 

... 

. 

•
 

.
 

■
 

.
 

'

.
海
保
费
懷
i

f

;

,

©
丸

.



海
保
唐
陵
の
經
濟
論
:
.

'

.

'

.

.

.
.;

'

芄
〇
.
 

一S
1

0

)

ち
甯
陵
の
い4

「
流
行」

の
變
化
に
依
つ
て
民
の
素
質
は
著
し
く
變
化
し
て
來
た
。

、
 

..
■
. 

.
 

.■.
 

..-

■
...
 

'
 

■
 

.
 

\
 

.

. 

.

「

今
は
民
の
方
が
士
，大
夫
よ
认
も
や
つ
と
す
る
ど
ふ
て
巧
捷
智
慧
な
り
、
こ
れ
を
世
の
移
變
と
袞
な
り
ノ(

同
上
.

>

.

.

.

.
 

--

「

今
の
士
は
智
を
脲
て
上
べ
引
揚
げ
ず
、'
下
へ
^
た
し
て
惜
ま
ぬ
ゆ
へ
に
、

#

段
が
愚
士
を
自
由
自
柱
に
欺
く
、
愚
士
智
民
を
使
ふ
は

逆
な
り
、」 (

「

善
中
談
A

'

.

.

.

 

: 

' 

.

.

-

-

 

.

.

.

.

 

■

 

:

'

•

 

.

し
か
し
こ
れ
ら
下
民
の
巧
捷
知
#

と
.い
ふ
の
は
、
決
し
て「

像
の
哲
敏」

.な
も
の
で
.は
な
く
、
肝
猾
な
も
の
で
あ
る

，'
0

假
令
猾
智
で
あ
つ 

て
も
、
犬
と
は
同
じ
く
な
い
。
知
ら
し
て
も
解
.ら
ぬ
民
で
は
な
い
9

こ
の
場
合
.に
は
、

「

理
屈
を
い
ふ
も
の
へ

は

、

理
屈
を
や
は
り
い
ふ
て
容
込
ま
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
也
•
呑

込

.
せ

ひ

で

も

す

む

事

は

な
る
ほ
ど
い
わ
ぬ
が
よ
き

/ 

- 

. 

- 

• 

•

也
、
斿
迅
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
其
つ
い
で
た
よ
り
の
便
な
る
と
き
に
云
ふ
て
き
か
す
べ
き
こ
と
也
、し(「

諭
民
談」

)

.

し
か
し
靑
陵
は
決
し
て
そ
れ
を
よ
し
と
し
た
の
'で
は
な
い
o
v>
は
ず
と
も
よ
い
こ
と
は
い
は
な
5

^
が
よ
い
の
で
あ
る
-0
靑
陵
が「

段
は 

知
ら
し
むy

し
と
ず
る
論」

を
な
し
た
と
解
す
る
の
はc

石
濱
知
行r
海
保
靑
陵
集」

解
題
、

ー
0

ー
 

頁)

、誤
謬
で
あ
る
。
假
令
下
民
の
智

逋
は
增
加
し
て
も
*

決
し
て
眞
智
で
は
な
い
。
故
に
彼
は
さ
ぅ
し
た『

流
行」
を
よ
し
と
し
て
ゐ
な
い
。
今
ま
で
民
と
爭
ふ
こ
と
を
な
し
、

» 

• 

• 

-

i. 

»

民
の
智
を
增
加
せ
し
め
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
？

一
人
で
百
萬
人
の
民
を
自
FI
1

に
す
る
た
め
に
は
、

「

段
と
爭
は
ぬ
な
り
、
知
葸
を
進
ま
せ
ぬ
な
り
、」 (

「

富
貴
談
4)

0 

■

#:

つ
て
上
に
立
つ
役
人
が
あ
ま
り
利
.ロ
さ
う
.な
の
は
よ
ぐ
な
い
。
段
も
こ
れ
と
# '

0

て
勝
た
ん
と
す
る
か
ら
知
日
惠
を
磨
く
こ
と
に
な
る 

と
さ
へ
い
つ
て
ゐ
る
。 

へ
 

.

.

.

.

.

し
か
し
前
述
し
た
や
ぅ
：に
、
今
日
の
民
は
昔
の
民
ひ
や
ぅ
に
素
朴
で
な
い
パ
從
つ
て
彼
等
を
取
締
る「

法」

を
制
定
す
る
に
し
て
も
* 

十
分
注
意
す
る
必
要
が
起
る
。
彼
は
法
に
つ
い
て
簡
法
嚴
刑
と
い
ふ
こ
と
を
屢
e

述
.
ベ
て
ゐ
る
。「

海
保
儀
平
書」

に
は
こ
れ
を
一
項
目 

の
、壬
題
と
し
て
ゐ
る
が
、
.他
の
と
-2
:

ろ
で
も
同
ー
趣
1
1
15:
:

幾
度
も
述
べ
て
ゐ
る
0

/

「

法
は
簡
に
し
て
輝
な
る
に
若
く
は
な
し
、：

j(
「

養
心
談J

)

「

凡
そ
國
を
治
む
る
も
の
は
觸
を
た
び
^
-
出
さ
ぬ
こ
と
な
り
、」 (

「

稽

古

談

」

卷
之
三)

.

.

ノ「

法
を
綏
ふ
立
て
、
目
附
を
遊
含
び
し
ふ
し
た
る
は
、
誠
に
最
上
，の
治
め
方
な
り
、」 (「

升
小
談J

)

然
る
に1

般
に
は
種
ミ
煩
雜
な
る
法
律
を
澤
山
に
つ
く
り
、
民
が
是
非
な
く
そ
0

法
を
破
れ
ば
寬
大
に
處
置
す
る
0

從
つ
て
民
は
動

も
す
れ
ば
法
を
無
視
す
る
。

パ

-1
.
 

: 

.
 

:
 

•
 

.
 

:

.

-

■

. 

.

「

法
と
も
の
は
情
を
養
ふ
も
の
に
て
、
情
を
誣
ゆ
る
も
の
に
非
す
、
情
を
養
ふ
法
は
行
は
る
、
也
•情
を
誣
ゆ
る
法
は
決
し
て
行
は

4-

 

*

 .

れ
ぬ
也
、
今
肩
を
.行
は
ん
と
願
ひ
.
て
人
情
を
誣
胸
る
は
、
水
へ
字
を
書
き
雲
を
つ
な
が
ん
と
す
る
機
な
る
I

の
也
.
一
體
の
生
れ
つ 

き
を
せ
ん
ぎ
せ
ぬ
，也
.

：性
を
謝
る
也
ご(

「

或
問」

〕

か
く Q

.

如
き
法
は
行
な
ひ
.得
な
い
。
彼
は
こ
の
意
味
か
ら
、

■
「

娼
妓
は
國
の
害
な
り
や
*

風
俗
を
惡
ふ
す
る
も
の
成
や」

と
い
ふ
問
に
對

.

.

,■
.
. 

. 

• 

■.

.

人
/
 

• 

: 

■

.

-.

し
て
*「

娼
妓
は
國
の
益
也
•

風
俗
、を
宜
し
ふ
す
る
も
.
の
也」

と
さ
へ
答
へ
た
の
で
あ
つ
た(

同
上
0

彼
の
所
謂
"

理」

に
從
へ
ば
、
人
間 

、は
そ
の
性
に
反
す
る
こ
と
は
如
何
に
制
約
し
や
ぅ
と
し
て
も
出
來
名
.も
の
で
丨
社
な
い
、'
性
に
從
つ
i
て
人
間
を
導
く
ょ
o

外
な
い
の
で
あ 

■
る
0

- 

:

-
-

' 

海
保
靑
睦
の
經
濟
論
•

'

:

.

.

.

-35
:」

.

.(

五
.
.ニ

)



海
保
脊
陵
の
經
濟
論
. 

-

五
ニ
，

.(

五
1

5
 

「

人
の
性
若
き
時
は
®

れ
も
^

-
朝
寢
也
.
*朝
興
に
な
る
よ
う
に
す
る
は
無
理
也
•
朝
起
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
に
と
は
か
る
也」

(
r

養

V
.心
談」

)

.

.

 

.

.

.

.

:

.

.

-

•

:,
.
'
. '
 

パ

.

•

■

.

,

朝
起
で
な
け
れ
ば
罰
を
蒙
る
と
か
*
朝
寢
を
し
，て
ゐ
て
は
衣
食
の
途
を
缺
く
と
か
い
ふ
こ
と
に
な
れ
ば
、
.誰
で
も
朝
起
に
な
る
。
さ 

う
し
た
何
ら
か
利
害
關
係
が
な
け
れ
ば
'

人
間
は
樂
な
方
女
好
む
の
が
そ
の
性
で
あ
.る
'0
.布
著
切
は
死
刑
に
處
す
る
と
定
め
れ
ば
、
布

著
切
は
割
に
合
は
な
い
か
ら
■や
ら
な
く
な
る
？
し
か
し
そ
の
場
合
事
情
の
如
何
に
拘
ら
.ず
、

I

度
法
に
定
め
た
以
上
は
必
ず
實
行
し
な

*

 

•

 

.

.

 

.

け
れ
ば
駄
自
で
あ
る
。
政
治
の
根
本
は
信
に
あ
る
。
,:

「

兵
と
食
と
信
と
是
三
物
は
ど
れ
も
棄
て
ら
れ
ぬ
^

の

な

れ

ど

も

、
も

し

已

む

こ

と

を

得

ず

，し

.て
、
此
う
ち
を
棄
ね
ば
な
ら
ぬ
日
に
は

\

 

-

 

*

 

.

.

.

.

 

I

.

兵
を
棄
る
也
•
食
と
信
と
は
是
非
々
々
棄
ら
れ
ぬ
も
の
：な
れ
ど
も
、
如
し
や
む
こ
.と
を
得
ず
し
て
、
此
う
ち
棄
ね
ば
な
ら
ぬ
日
に
は 

,
食
を
棄
る
也
、
信
は
と
ん
と
す
て
ら
れ
ぬ
也
と
仰
せ
ら
れ
た
り
、
信
と
铽
ロ
外
へ
出
し
た
る
通
に
行
ふ
こ
と
也
，
國
の
锭
を
作
ば
提 

■

の
通k

行
ふ
也
、
觸
を
廻
せ
，ば
觸
の
通
に
行
ふ
也
、
ど
ふ
も
行
は
れ
そ
う
も
尨
き
こ
と
な
ら
ば
、
始
よ
.り
掠
の
ヶ
條
へ
入
ぬ
が
よ
き 

也

、
觸

を

廻

さ

ぬ

が

よ

き

也
；；

故

に

锭

を

定

、
概

を
M *
す
は
甚
大
切
な
る
こ
と
と
す
る
な
り
、」(

「

養
心
談」

)

故
に
靑
陵
は
簡
法
嚴g

を
主
張
す
る
。

:

.:

.

'

六

： 

、

：

..

.

 J

*

»

 

0
 
4
-

 

• 

• 
•

 

-

 

'

 

.

t

 

1

f
t
-
l
.
.
. 

. 

•

' 

.

靑
陵
は
人
間
が
利
を
欲
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、「

流
行」

に
.依
つ
て
一
般
民
の
智
の
著
し
く
增
大
し
て
來
た
こ
と
を
知
り
、 

「

法
：

j

は
人
間
の
本
性
に
反
し
て
.は
實
行
し
難
い
こ
^
を
.洞
察
し
て
ゐ
た
。
.今
や
武
士
階
級
の
財
政
は
這
迫
し
、
犷
人
階
級
の
勢
力
は
勃

興
し
て
來
た
。
彼
の
.
所
謂
與
{

士
智
民
：の
.狀
態
に
な
つ
た
.°

ど
ぅ
し
た
な
ら
ば
、
と
の
狀
態
を
打
開
す
る
こ
.
と
が
出
來
よ
ぅ
か
。
勿
論
一

.「

今
の
世
何
れ
の
國
に
て
も
、
唯
儉
約

-々
々
と
一
石
へ
ど
も
"

儉
約
の
仕
方
行
と
r

か

，
ぬ

ゆ

へ

に

成

就

せ

ぬ

な

り

、
r

體
は
諸
事
と
も
に

■ 

■ 

- 

-
. 

. 

. 

-

' 

- 

. 

•
.

本
源
に
ゆ
き
て
、
根
本
よ
り
疋
さ
ね
ば
ノ
末
々
よ
り
い
ら
い
ま
わ
し
て
も
、
表
皮
の
こ
と
ゆ
へ
に
、
ゆ
き
と
^

如
ぬ
こ
と
欠
り
、
國
’

.

 

-

 

-

:

 

.

• 

•

め
貧
に
な
る
す
ぢ
と
、
.富
に
な
る
.す
ぢ
と
あ
り
て
、
今
の
こ
と
は
今
に
て
防
ぎ
、一

體
の
事
は一

體
の
h

に
.
て

心

得

て

を

く

べ

き

な 

.

b

s(「

稽
古
談」

翁
之
c

'
 

r

即
ち
根
本
的
な
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
、
唯
儉
約
を
獎
勵
し
て
も
何
ら
の
.
效
果
を
擧
げ
得
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
限
本
的
問
題
と 

し
.て
彼
の
■

し
I

が
ニ
つ
あ
る
o

こ
の
！一 .

點
が
彼
の
經
濟
論
の
最
大
I

特
徵
I

す
も
の
で
.あ
る
。
き

は

武

士

"も

覇

道

に

ぁ

.

っ
.て
は
禾
を
得
る
ぶ
と
か
必
要
で
あ
り
、
又
武
士
自
身
の
坐
活
自
體
も
商
人
と
異
.な
る
こ
と
な
し
と
い
ふ
君
臣
市
1[
^

で
あ
る
0

第
二

k

.

 

.

.

.

 
•

は
.町
人
階
級
が
勃
興
し
た
が
、
そ
れ
は
殊
に
大
坂
商
人
.の
如
く
利
道
に
長
じ
-
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
下
民y

移
つ
た

.

.

.

.

.

 

.

富
を
ま
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
い
ふ
ま
き
あ
げ
運
上
論
で
あ
るo

先
づ
第
.：

j

の
點
か
ら
說
明
す
る
。

‘

■,
:

世
の
中
が
變
化
し
奢
侈
が
一
般
の
風
と
な
つ
た
こ
の「

流
行」

の
た
め
に
は
各
國
共
、
こ
れ
に
應
ず
る
富
國
の
途
を
講
じ
.な
け
れ
ば

• 

- 

* 

.

，な
ら
な
'い
.
。
.

:
■
 

'

.. 

• 

..
 

:

.

:

■

:

 

.
 

......

,「

何
遍
御
觸
な
さ
れ
て
も
、
減
行
に
違
ひ
.た
る
觸
は
と
ん
と
役
に
た
X

ぬ
な
り
、
隣
國
は
美
衣
食
に
て
も
、當
御
領
訐
麁
衣
食
に
せ
い 

.

.
とM

ふ
は
行
は
れ
ぬ
御
令
な
り
と
風
ふ
べ
し
、/「

海
保
_

平
書
-

:

'

..

.
海
保
宵
陵
の
經
濟
論 

•

:

五
三
：

C

五一

三)

'

• 

-
' 

.
- 

. 

. 

.

,
 

- 

' 

...
 

.
 

.

.

.

.

.

一■
■.

.

-.
-.
、

 

- 

r 

.

ン
.

■

:

.

:
■

.

'

. 

• 

. 

, 

■

• 

. 

.

.

. 

. 

:  

■ ' 

•
.

.

.

.

.

.
'.
• 

.

.

.

. 

. 

. 

.

.

. 

.

'

.

.

.

. 

.

.
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.
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.
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. 

.

.

. 

• 
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.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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.

.

 

.
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海
保
*

陵
^

經
濟
論
.

:
 

五
：四

(

五1
.

四)

故
に
先
づ
自
國
に
金
銀
の
傲
ま
る
や
ラ
に
、
生
産
を
獎
勵
1;
*
.
他
國
と
商
襄
を
營
み
、
自
國
の
利
益
を
計
ら
敖
け
れ
ば
、
財
政
は
困
窮 

す
；る
.
一
方
で
あ
る
。
然
る
に
武
士
は
利
を
卑
し
み
、
商
業
を
輕
蔑
す
る
。
.

.
' 

.

「

凡
そ
賣
る
こ
.と
を
耻
众
り
と
.云
論
出
て
よ
り
、國
は
赞
に
な
る
/

0

と
な
り
と
思
ふ
べ
し
、
周
禮
の
法
は
物
を
う
'る
法
な
り
、
皆一

割 

Q

利
息
を
取
る
法
な
り
、
聖
人
の
法
な
り
、
聖
人
の
法
を
称
辱
と
し
て
、
聖
人
の
禁
じ
て
誅
す
る
と
こ
ろ
の
、
人
の
物
を
唯
と
る
こ 

■

と
を
ば
恥
辱
と
せ
ぬ
こ
と
*
*
と
ん
と
さ
か
さ
ま
な
る
こ
と
に
て
は
な
し
や
、
阿
蘭
陀
は
國
王
が
商
ひ
を
す
る
と
一K

.

て
、
ど
つ
と
茇
ふ 

て
わ
ら
う
こ
と
な
り
、
さ
れ
ど
も
己
れ
も
や
は
り
物
を
う
り
て
物
：を
買
な
り
、
物
を
寶
て
物
を
買
は
世
#

の
理
な
り
*
笑
ぶ
こ
と
も

何
も
な
I

り
、
世
界
I

裏

含

と

勿

證
I

と
f

、」 (

_

I

之 

一〕

■

.

寶
買
は
世
界
の
理
で
あ
る
。
武
士
は
土
地
を
民
に
借
し
て
來
を
得
、
米
を
寶
つ
て
他C

諸
物
を
買
ふ
の
で
あ
る
。
君
臣
の
間
柄
と
て
も
. 

同
様
で
あ
る
。 

■ 

■■
.

.
 

, 

‘

「

古
へ
よ
り
君
臣
は
市
道
な
り
と
袞
な
り
、
S

.
へ
知
行
を
や
り
て
働
か
す
•

臣
は
ち
か
ら
を
君
べ
‘う
り
て
泶
を
と
る
、
君
は
[-
3

を
か
い
、
 

15
は
君
へ
■う
り
て
、
う
り
か
い
な
り
、
う
り
か
い
が
よ
き
な
り
、
う
り
か
い
が
あ
し
き
こ
と
に
て
.は
な
し
、」 (

同
上)

。

勿
論
こ
の
議
論
は
封
建
社
會
の
君H

H

關
係
令
說
明
す
る
も
の
と
し
て
は
誤
謬
'で
あ
る
。
.唯
當
時
に
お
け
る
君
臣
間
の
恩
顧
關
係
の
崩 

潰
を
反
映
す
る
も
め
と
し
て
は
頗
る
意
味
が
深
い
ノ
資
本
主
義
的
色
彩
の
最
も
濃
厚
で
あ
ひ
た
大
坂
を
熟
知
し
、
又
多
く
の
大
坂
商
人

を
知
己
に
も
つ
て
ゐ
た
靑
陵
が
こ
の
種
の
議
論
を
な
し
た
こ
と
は
.常
然
で
は
あ
る
が
'

彼
.と
し
て
は
單
に
寶
買
を「

理」

と
し
、
こ
れ
を

' 

- 

.

.

.

. 

.

.

.

.

興
上
準
と
し
て
ぁ
ら
ゅ
る
給
付
行
爲
を
判
斷
し
て
見
た
の
.に
過
ぎ
な
ぃ
の
で
ぁ
ら
ぅ
。

.
:

武
士
が
利
を
得
る
こ
と
を
是
認
す
れ
ば
利
を
獲
得
す
る
方
法
は
い
く
ら
0

あ
る
。
然
る
に
從
來
そ
れ
を
否
定
し
、
.

/■

，「

凡

そ

諸

侯

身

上

あ

し

ふ

な

，
れ

ば

、
內
外
の
法
を
立
る
こ
と
な
る
に
、
今
士
太
夫
は
•法
を
立
る
ほ
ど
の
力
量
I

ゆ
へ
に
•町
家
ょ
り 

金
を
借
り
て
一
寸Q

が
れ
H

と
世
上一

統
€

風
な
り
、.
城
下
の
町
人
を
か
炎
f

て
、
果
は
恩
の
報
じ
ょ
ふ
が
な
き
ゆ
へ

に
、.
格
式
を
や
る
こ
と
又
世
上
.一
統
の
風
な
り」

.(「

r

民
談」
)

' 

-

*
 

■
 

、

，し
か
し
そ
れ
I

國
I 

一I

し
く
す
ii
.

な
い
。
I
I
I

業
化
し
て
I

上
、
I

み

舊
來
の
風
を
墨
守
し
て
ゐ
て
は
、
窮
乏
に
陷
る
の
み
で
あ
る
。

.

:「

律
關
は
ど
と
で
も
出
來
る
こ
と
な
り
、
又
來
に
か
ぎ
ら
ぬ
こ
と
な
り
、
鹽
で
も
魚
で
.も
な
ん
で
も
、
や
す
.ふ
買
て
高
ふ
ぅ
れ
ば
、
其 

J
國
の4

下
と
も
に
利
を
得
る
こ
と
な
り
、
.以
上
S

策
は
皆
其
利
に
か
.し
こ
す
ぎ
.た
る
こ
と
に
て
"
雪
な
ど
が
聞
け
ば
大
き
に
い 

や
が
る
こ
と
な
り
、

.

な
I

ど
利

に

か

し

こ

す

ぎ

た

.
る

こ
と
は
、
人
品
の
i

と

零

の
に

て

は
な
き
こ

と
な
り
、
さ
れ
ど
も
こ
の 

方
に
て
上
品
に
人
柄
を
つ
、
.し
み
て
を
れ
，ば
、
他
國
に
て
ぢ
き
に
始
て
此
方
の
國
へ
損
を
か
け
.る
世
の
中
な
り
、
す
こ
し
も
n
十
ふ
力 

.，し
こ
き
こ
と
を
始
た
る
方
が
® '

を
.免
る
、
な
り
.

」 (
「

.稽

古

談
.

L

卷
之
ニ)

. 

- 

'

靑
陵
は1

國
の
W

を
增
加
せ
し
む
る
方
法
と
し
て
多
く
の
方
法
を
擧
げ
^

ゐ
る
？
殊
に
加
ポ
藩
に
つ
い
て
は
具
體
的
に
一
々
指
摘
し 

て
ゐ
る
o

 

(

r

綱
目
駿
談
し「

稽
古
談」「

海
保
儀
平
書
し
そ
の
他)

。
.
し
，か
し
最
も
主
要
な
.も
の
と
し
て
は
次
ぎ
の
.兰
つ
を
擧
げ
る
こ
と
か
出 

來
る
。
第
一
は
講
、
第
ニ
は
樞
密
賞
、
第
三
は
.產
物
ま
わ
し
、
.
_即

勤

藥

藩

營

？

^

。

 

.

.
,
 

第
ー
の
講
は
彼
が
そ
わ
門
人
の
大
坂
人
か
ら
聞
い
た
方
法
を
利
用
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
^

所
謂
無
盡
で
あ
る
。

.

'

海
保
靑
濟
諭

.

.

ぐ
.

.

S

.

 

£
1
5



.

.
海

保
背
陵
：の

 m

論
.

：

.

'

'

 ぅ
'
.
. 

バ

苹

六
.-

C
M
.
I
:

六)

、「
抜
こ
0

講
を
領
分
の
?|

姓
に
さ
.す
る
な
认
>
:
受
け
人
は
其
領
弟
.な
け
.

> 

:講
は
た
く
は
へ
.
金
を
：と
.
し
ら
.
へ.
.る
法
：な
り
、
し(「

稽
古
談」

V
 

-
■ 

V
 

'

-

.

.

V 

;

.

し
が
し
11

姓
は
武
士
.と
.同
榇
貯
蓄
心
が
な
：い
0

.
か
づ
嗰
金
を
か
け
き
せ
'
る
と
兎
角
面
倒
が
る
。
' 

そ
こ
.で
相
州
ハ
艺
村
で
や
つ
.た

「

か
せ 

き
ま
し」

と
.
い

ふ

方

法

，か

よ

い

。

即

ち

 

-i

.

 

'

 

.

:

 

，
..八 

-

 

•
 

.
 

S

_»

芝
村
1

萬
有
€

惣
百
姓
に
た
.の
み
て
、
人
別
に
ー
日
の
.
が
せ
^

を
し
ま
い
て
後
*

夜
な
べ
に
か
せ
、ぎ
を
ま
し
て
さ
す
る
な
り
*
一
 

人 

ま
.
へ
錢
六
文
づ
V

の
繩
貪
な
ふ
と
と
.な
り
、1(

同
上
>

;

'

:

.

、

.

.

,■
■
'
■'
:

.

'

K

文
づ
、
と
し
て
も
、
f

A'
,

一
ヶ
4

は
九
百
貢
1

り
、
一
年
免
五
百
兩
ほ
ど
に
な
る
0

こ
れ
4

に
取
上
げ
る
の
で
は
な
く
、

こ
れ
を
褂
銀
と
し
て
講
を
つ
ぐ
る
。
.丙
姓
に
も
借
す
が
、領
主
も
利
息
を
拂
つ
て
惜
り
る
。
か
せ
ぎ
ま
し
は
依
’
然
と
し
て
續
け
る
か
ら
、

:

 

'

'

:

■

.

.

 

.

.

.

.

 

'..
 

.
 

.
 
.

.

-
 

.

後
に
は
相
當
の
杂
額
に
な
る
。
彼
は
い
ふ
。

.'

「

凡
そ
講
は
已
れ
の
金
の
ふ
ぇ
る
こ
と
.ゆ
へ
に
、
よ
く
よ
く
の
み
こ
，ま
す
れ
ば
百
姓
は
の
み
こ
む
な
り
、武
家
に
て
?)
.
-
家̂
に
法
立
て
、
 

.
唆
つ
ぶ
し
を
罪
す
る
風
に
な
れ
ば
、
米
の
天
か
ら
降
る
と
.

1
K

心
は
な
く
な
り
て
、
か
せ
ぎ
次
第
に
て
喰
と
一K

こ
と
知
た
ら
ば
•

や
は

り
_

の
勝
手
0
よ
き
こ
-

^
合
點
の
ゆ
く
理
な
り
、
_

の
宜
し
き
こ
と
合
點
の
ゆ
く
よ
ふ
に
な
れ
ば
、
國
貧
に
は
な
ら
ぬ
-
國
に
何

.

.
, 

一
 

-

 

-

 

.

千
人
何
萬
人
あ
り
て
も
、
武
士
と
百
姓
と
は
ろ
つ
か
り
物
な
れ
ば
、
へ
ら
れ
-

^

喰
ふ
て
し
ま
ふ
な
り
、
其
上
に
.財
货
の
本
は
とi

K

 

:

へ
ば
西
哞
と
武
士
な
り
、
百
姓
よ
り
作
り
出
せ
る
米
を
武
士
が
取
て
、
そ
れ
が
國
中
ベ
散
ず
る
こ
と
'な
り
、
さ
れ
ば
貨
の
本
源
と
一
23
:
- 

か

め

か

、
ご
、の
、本
、と
、云
、處
、で
、ふ
、ゃ
、さ
、ね
、ば
、、
：

4

へ、
ぬ
®;

な
り
、K

同
上)

。

…—似械ザ1 ■州

第
二
の
樞
密
賞
と
い
ふ
の
は
靑
陵
が
名
づ
け
た
も
の
で
、
武
士
及
び
百
姓
を
し
て
進
ん
で
生
産
に
從
事
せ
し
む
る
方
法
で
•
例
へ
ば 

家
中
の
武
士
が
手
造
り
て
武
具
な
り
、
馬
具
な
り
を
作
つ
た
な
ら
ば
、
.大
い
に
賞
を
興
へ
激
勵
せ
よ
と
い
ふ
に
過
ぎ
な
：

S
 

(

同
上
卷
之 

三)

？
農
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
が
、
少
し
く
組
織
的
に
な
す
だ
け
で
あ
る
。

「

扨
凡
そ
樞
密
賞
を
行
ん
と
な
，ら
ば
、
勝
手
方
.の
役
人
に
樞
密
方
を
®

帶
さ
す
べ
き
な
り
、
左
樣
に
す
れ
ば
家
老
に
一
人
、
用
人
に】

#
人
あ
る
，べ
し
•

扨
目
付
:̂1

人
、
勘
定
奉
行
に
一
人
あ
る
べ

き
は
づ
な
り
、
村
方
は
外
官
の
.司
り
な
り
、
外
官
は
代
官
に
て
■

方

’

を
と
の
人
に
て
い
ひ
‘つ
け
べ
き
な
り
、
代
官
を
本
と
し
て
大
庄
屋
に
一
.
人
、
村
芘
屋
に
一
人
樞
密
方
な
け
れ
ば•

Hf

策
行
は
れ
ぬ
な

•

 

.

.

 

.
,

り
、
農
方
の
樞
密
賞
も
、
庄
屋
が
己
れ
が
支
配
の
百
姓
の
內
に
、
.百
姓
の
す
べ
き
業
、
す
べ
て
田
畠
ず
き
な
る
男
を
見
出
し
て
、
何

. 

.

.

ぞ
ぅ
へ
つ
け
さ
す
る
か
、
山
の
す
そ
を
き
り
ひ
ら
か
す
る
か
、
用
水
•

惡
水
の
溝
を
工
夫
さ
す
か
し
て
、
そ
れ
を
大
庄
屋
へ
，知
ら
せ
て
、 

は
塵
よ
り
代
官
へ
表
向
に
て
い
ひ
上
げ
て
、
右
の
喜
に
賞
を
あ
と
.ふ
•る

令

、

出

精

し

て

，
多

く

の

霉
 

或
は
內
職
に
夜
繩
を
な
：，ふ
男
、
凡
そ
己
れ
が
働
き
の
外
に
働
く
與
を
賞
す
る
な
り
、
目
に
立
つ
よ
ふ
に
し
て
賞
す
る

な

り
、
し(

同
上
、
 

■

卷
之
四 y

:

:

.

.
 

.

.

要
す
^

に
利
？:
嗤
は
し
て
大
；s
r.
ff

か
せ
ん
と
す
る
點
K

お
い
て
.'
.
第
.
一.
.の
講
と
同
樣
で
あ
る
。

.

-

.

.

.

 

-

 

「  

■f

 

,

第
三
の
商
業
藩
營
論
は
太
宰
靜
蘧
以
來
さ
し
て

珍
し
い
議
論
で
は
な
い
。
靑
陵
も
亦
幾
多
の
實
例
を
あ
げ
て
そ
の
有
利
な
る
こ
と
を 

「

稽
古
談」

中
に
屢
之
述
ベ
て
ゐ
る
。

_
«:
の

議

論

中注意
す

ベ
き
點
は
領
主
が
領
主
の
荷
と
し
て
問
屋
に
送
る
こ
と
の

有
利
な
こ
と
を 

指
摘
し
た
點
で
あ
る
0

:

:

.

-

-

V 

■
:

 

海
保
靑
陵
の
經
濟
論
，. 

'

2£

七

(
$
1
4
0



.

海
保
青
陵
.の

緒

濟

論

.

V 

.

五

八

(

五
，.一
八)

'
 

.

 
.

.

.

.

.
 

■

 

' 

:

「

凡
そ
荷
物
は
民
の
自
身
に
！

1
3

れ
が
荷
物
を
.送
る
を
納
屋
物
と
一K

な
り
、，
米
に
て
も
其
領
主
の
送
る
は
大
荷
な
り
、
御
米
•御
物
と
云

-•

 

S

 

•

 

•

て
、
大
坂
な
ら
ば
大
坂
.
の
役
所
へ
届
け
て
廻
す
荷
物
な
り
、
自
身
に
自
分
'の
物
を
廻
す
は
、
泶
に
て
も
や
は
り
納
屋
物
な
り
、
納
屋 

物
に
し
：て
廻
せ
ば
，
荷
物
と
稱
す
る
に
足
ら
ぬ
物
な
れ
ば
、
問
屋
に
て
も
ヴ
き
廻
し
て
、
相
場
冬
引
さ
が
り
て
す
て
ぅ
り
な
り
、
大 

荷
な
れ
ば
立
派
に
あ
つ
こ

.

ふ
こ

と
な
れ
ぱ
、
す
て
ぅ
り
に
な
ス
理
及
し
、
蹴
ち
ら
か
さ
れ
る
理
な
1

、
前
借
の
出
來
る
理
な
し
、」(

同 

上
卷
之
ニ〕

。
：
 

s 

彼
が
こ
.の
產
物
ま
わ
し
を
如
何
に
重
要
視
し
，た
か
は
.同

1

著
書
中
に
三
间
以
上
も
こ
れ
に
つ
い
て
^

べ
て
ゐ
る
ば
か
り
で
な
く
、

「

然
れ
ば
外
は
大
坂
の
金
銀
の
應
對
に
て
、
內
は
產
物
ま
わ
し

1

此一

ー
品
は
只
今
.
の
急
務
な
り
、
，(

同
上
"

卷
之
五)

.

.

と
い
つ
て
ゐ
る
の
で
も
解
る
。

. 

.

,
:

七
.

-

.

.

 

.

*

 

.

 

/

靑
陵
は
經
濟
を
知
ら
ぬ
武
士
とK

T

姓
と
を
坐
產
的
な
ら
し
む
る
手
段
と
し
て
.、
上
述
の
諸
方
法
を
推
擧
し
た
が
、
他
方
發
展
し
て
來

，
ン
 

.
- 

:
: 

.

‘

町
人
階
級
を
抑
壓
す
ふ
に
は
ど
ぅ
し
た
ら
ょ
い
か
を
敎
へ
て
ゐ
？
。
彼
は
大
坂
の
町
人
が
所
謂
智
民
で
あ
り
，
如
何
に
利
.に
賢
い
か

を
知
つ
て
ゐ
る
。

.

. 

.

V

.

.

 

.

.

. 

•

「
一

體
大
坂
は
利
の
こ
と
は
妙
に
く
わ
し
き
處
な
り
K「

稽
古
談」

卷
之
二)
、

.「

大
坂
の
民
も
な
る
ほ
ど
：

g

な
れ
ば
愚
な
る
べ
し
、
愚
な
る
と
こ
ろ
は
文
武
の
學
問
の
こ
と
な
る
べ
し
、
金
銀
か
り
か
し
の
こ
.と
は
、 

先
祖
代
九
の
金
か
し
な
り
、
金
を
か
し
て
そ
れ
を
樂
に
し
て
お
る
與
.ど
も
な
り
、
坐
れ
お
ち
ょ
り
金
銀
か
し
か
り
の
こ
と
の
み
.心
を

ゆ
•た
ね
て
お
る
與
な
り
、
日
本
國
中
の
武
士
の
腹
中
を
ば
、
.朝
か
ら
晚
ま
で
あ
つ
こ
ふ
て
を
る
こ
-と
な
れ
ば
、
よ
ふ
な
れ
て
お
り
て
"

中
々
武
士
な
ぞ
に
だ
ま
さ
れ
て
金
を
か
し
、
武
士
^
辯
贫
に
の
り
て
損
を
す
る
な
ど
土
其
ふ
こ
と
は
、
ゆ
め
さ
ら
く
な
き
こ
と
な

-
.

 

-
 

. 

•

一

.
 

，

•，
り
、」 (

同

上

、
卷

之

三

)

。 

,

「

大
坂
の
銀
主
の
金
を
と
り
あ
つ
こ
ふ
は
、
利
至
て
ほ
そ
き
も
の
な
り

、.
其
ほ
そ
き
利
の
澤
山
に
つ
み
た
る
が
大
銀
主
な
り

、」
(

同

上)

。

. 

.

, 

' 

:

「

大
坂
の
算
用
、
銀
主
の
腹
中
は
、
■
:
..皆

ー
兀
金
と
み
た
る
も
の

.な
り
、
.
'利
息
を
も
元
金
と
み
る
な
り
、
な
ん
で
も
そ
の
屋
敷
よ
り
入 

る
金
、
そ
の
屋
敷
よ
り
人
る
し
ろ
も
の
は
、
皆
一
兀
金
の
內
か
へ
り
と
み
る
な
り
、

，
.
:
何
も
か
も
皆
元
金
か
べ
り
た
る
と
見
る
ゆ
へ 

■

に
、
元
金
の
か
へ
り
た
る
を
つ
か
ふ
と
云
こ
と
な
き
こ
と
な
り
ノ(

同
上)

9 
く

' ,
''

赍
陵
が
大
坂
町
人
の
商
魂
を
か
な
h

銳
く
觀
察
し
て
ゐ
る
。(

こ
の
點
に
つ
い
て「

史
？

箜

不

，一
卷
第
こ
號k

有
働
硏
造
氏
の「

罾

. 

' 

,

、

:

. 

-

川
時
代
大
阪
®
-
<の
商
魂——

主
と
し
て
海
保
靑
陵
の
著
書
を
通
じ
て
見
た
る」

と
い
ふ
論
文
が
あ
る〕

。
彼
は
仙
熹
藩
の
財
政
を
立
直

し

た

升

屋

小

左

衞

！
：
、
即

％

「

夢

の

代」

の

著
者
山
片
蟠
桃
に
つ
い
て

「

外
.小
談」

な
る
一
篇
を
箪
し
、
そ
の
家
法
取
締
に
簡
法
嚴
刑
を
以

. 

..

つ
て
し
た
こ
と
、
商
法
に
機
敏
で
あ
る
?:
と
等
を
賞
讃
し
て
ゐ
る
.0
し
か
し
彼
は
か
く
商
業
を
理
解
は
し
て
ゐ
た
が
、
か
X
る
愚
士 

lr-
1 

戾
の
.狀

態を
よ

し
と
し
た
の
で
な
い
。

.

.何
故
に
町
人
階
級
が
勃
興
し
た
か
.0
世
の
中
が
奢
侈
に
な
り
、
町
人
の
活
動
す
る
範
圍
が
大
に
な
り
、
利
益
を
得
：る
機
#
が
多
い
か 

ら
で
あ
る
。
何
故
に
奢
侈
に
な
つ
た
か
。
靑
陵
は
こ
れ
に
答
べ
て
、

.
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六
〇
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(

真
ニ 
o

)

.

-

-

.

.

一.

.

：

.

.

.

.「

.扨
個
ゆ
，.へ
；に
民
の
風
俗
奢
侈
に
な
る
方
と
い
ふ
と
こ
ろ
を
推
す
が
よ
ぎ
な
り
、
民
.の
'
風
俗
奢
侈
に
な
る
は
、
下
に
金
が
多
き
ゆ
へ
な 

り
、」 (

「

耪
古
談
*

卷
之
四)

：
.

'

.!

.

.

パ

广
 ̂

.

.

.

. 

何
故
下
に
金
が
多
く
な
つ
た
の
か
。

>
 

:

:

、• 

. 

. 

. 

. 

4
 

.

「

奢
侈
の
頂
上
に
な
り
た
る
は
Y

役
人
の
あ
し
き
ゆ
べ
な
り
、
卷
ぎ
上
げ
き
か
ぬ
ゆ
へ
な
り
、
，卷
上
げ
よ
ふ
き
け
ば
、
奢
侈
に
な
ら
ぬ

は
づ
欢
り
、
審
侈
に
な
ら
ね
ば
> 

下
に
て
上
を
怨
ま
.ぬ
は
づ
な
り
、」 (

同
上)

0

'

. 

' 

•
 

•
 

•
• 

.........

;

こ
の
點
W

陵
の
議
論
は
理
づ
め
で
あ
る
。
彼
は
金
銀
が
下
に
多
く
な
る
、
即
ち
庶
民
の
購
買
力
が
增
火
す
れ
ば
奢
侈
に
な
る
こ
と
を 

當
然
と
^
め
て
ゐ
る
o

庶
民
が
藉
侈
に
な
り
、.
そ
の
生
柄
に
慣
れ
、
ば
、
今
度
そ
の
.生
活
を
離
れ
る
こ
と
が
出
來
難
く
な
る
。
彼
は
生 

活
の
向
上
‘し
て
來
た
例
を
い
く
9

も
あ
げ
、 

.

「
1

初
に
は
質
朴
儉
素
に
て
あ
り
し
ゆ
へ
に
、
け
つ
.こ
う
な
る
も
の
は
、
入
用
に
て
な
か
り
し
ゆ
、
に
、け
つ
こ
う
な
る
1[

具
は
か
わ
ず
、

-

.

•!
i
 

.
 

.

 

■

 

■

 

,

 

.

 

,

け
つ
こ
う
な
る
衣
服
を
着
ず
に
お
り
.
し
な
り
、
米
が
た
か
6
な
ゎ
て
、
命
の
手
に
入
る
こ
と
多
ふ
な
b

た
る

ゆ

へ

，
に
、

け
つ

.
こ
う
な 

る
も
の
を
か
ひ
取
り
た
る
が
貧
に
な
る
始
め
な
り
、」 (

同
上
、
翁
之
五)

か
く
し
.
て
西
姓Q

生
活
は
向
上
し
た
が
苦
し
く
な
つ
て
來
たo

「

今
立
派
な
う
ち
に
う
つ
か
り
と
い
て
く
ら
す
は
、
■
是
れ
は
己
れ
が
分
相
應
ぢ
や
と
思
ふ
て
お
る
ゆ
へ
な
り
、然
れ
ば
昔
は
分
相
應
の.

家
に
い
て
、
く
る
し
い
こ
と
も
な
く
く
ら
し
た
‘る
な
り
、
今
ば
分
相
應
の
家
に
い
て
，
く
る
し
み
-

^

て
苦
勞
す
る
こ
と
は
-
た
わ

•

 

-

 

f

 

-

 

け
な
る
こ
と
な
り
た
わ
け
办
る
と
と
な
れ
ど
も
世
の
も
ち
あ
が
り
て
來
た
る
な
れ
ば
、
よ
ん
ど
こ
ろ
も
な
き
と
と
な
り
と
い
ふ

も

の
な
り」

(

同
上)

。

..

か
く
し
て
下
が
上
女
怨
む
結
果
と
な
る
-°
■

然
ら
ば
如
何
に
し
て
下
の
金
を
上
に
ま
ぎ
あ
げ
る
か
。
彼
に
從
ヘ
ば
こ
れ
は
す
で
に
聖
人
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
ふ
。

. 

「

然
れ
ば
ま
き
上
る
.に
は
、
い
.
.か
ぐ
す
る
が
よ
レ
と
い
ふ
に
、

一
割
の
田
地
山
海
を
か
し
つ
け
て
、
羽
分
を
滞
り
な
ふ
取
り
上
る
こ
と 

と
見
べ
て
、
周
禮
が
ヶ
樣
尨
り
、
唯
後
世
は
上
が
奢
侈
ゆ
へ
に
、

I

割
利
息
に
て
は
不
足
す
る
か
、
又
は
田
畠
山
海
の
利
息
が
.一
割 

に
ゆ
か
ぬ
か
な
.
る
べ
し
*

民
か
ら
ぢ
か
に
吸
ひ
上
ぐ
る
独
あ
り
、.
贖
刑
•

寶
爵
、の一

1
種
な
り
、
こ
の
ニ
種
の
外
は
皆
天
の
御
啶
の
一
割 

の
利
息
な
り」

、(

同
上)

.

.

V 

. 

N 

.

し
か
し
こ
の
間
禮
の
方
法
は
す
ベ
て
の
諸
段
か
ら
、
換
言
す
れ
ば
商
人
か
ら
も
ー
割
の
.，利
息
、
即
ち
稅
を
取
立
て
る
し
か
け
で
あ

り

、

 

「

是
自
然
に
金
を
上(

卷
上
る
法
な
りX

同
上)

：
.、
.

：.

 

.

.

■■
.

然
る
に
後
世
こ
の
方
法
が
：行
為
は
れ
な
く
な
り
、
金
於
.下
に
移
り
、
本
業
が
衰
へ
、末
業
が
榮
ぇ
る
と
い
ふ
結
果
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

■

 

■

 

: 

..

.

し
か
乙
現
在
の
狀
態
で
は
、

「

ま
き
あ
げ
の
か
ら
く
々
、
さ
ん
ぐ
そ
ん
じ
て
、
商
置
富
み
て
、本
業
の
民
貧
に
な
り
た
れ
ば
、
今
中
々
商
質
を
急
に
金
の
ぅ
ご
く 

よ
ふ
に
と
は
な
ら
ぬ
な
り
、」 (

同
上)

。

‘ 

' 

•

結
局
商
人
へ
の
課
稅
に
は
あ
ま
り
望
み
を
か
け
得
な
い
.
と
見
た
靑
陵
は
、
.
こ
こ
.
に
一
國
が
全
體
と
し
て一

つ
と
な
り
、
他
國
の
金
を

吸
ひ
取
る
商
業
幕
營1

即
ち
產
物
ま
わ
し
を
推
擧
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
唯M

i

に
，頗
：る
興
味
あ
る
比
喻
を
用
ひ
.て
ゐ
る
と
と
に
法
意

.
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一へ 

パ

.

六
ニ
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一
 

し
て
遛
か
ぅ
。
則
ち
靑
陵
は
秀
吉
が
國
|
1

の
^
_
;

を
轉
じ
て
外
國
を
攻
め
、
_

 
R

本
全
體
を\

1
士

味
方
と
し
て
、
外
域
を
敬
と
し
た
の
を

例
に
し
て
、
;
'
:
'
.
‘

'.
.

.

 

>
■
'
.
.

一
 

‘

「

今
下
の
金
を
ま
き
あ
げ
ん
と
す
る
と
、
下
は
上
を
敵
と
見
る
な
り
、
上
卞
交
々
相
敵
と
す
る
は
、
こ
れ
甚
だ
下
手
な
る
こ

と

な

り*

.

.豊
公
の
故
智
を
以
て
見
爪
ば
、
.:

一
 

國
.r

と
味
方
と
な
り
て
ノ
他
國
の
金
を
吸
.ひ
取
る
と
い
ふ
法
、
.甚
宜
し
•か
る
べ
し
、
ケ
様
に
し
て
.

 

一
と
味
方
に
な
り
お
き
て
は
、
少
々
過
料
を
と
り
す
ぎ
て
も
、
少
々
贖
刑
を
行
な
ひ
て
も
•

民
怨
む
ま
じ
き
な
り」

(

同
上)

.\

_

と
い
0
て
ゐ
4
0
し
か
し
彼
は
ご
.
の
此
喩
告
本
盡
に
擴
大
し
て
、.
對
外
質
易
政
策
を
主
張
し
て
は
ゐ
な
い
0
唯
彼
が
特
に
こ
、
に 

「

鶴

、江

戶

の

大

政

は

し
ら
ず
、
い
わ
ず」
と
斷
つ
て
、
M

太
閤
の
故
.知
日
を
述
べ
て
ゐ
る
點
か
ら
*

 

.あ

る

ひ

は

彼

の

內

心

疋

對

外

览

黏

發

城

•
 

Jr

策
を
藏
し
て
ゐ
た
と
遞
恻
さ
れ
ぬ
こ

と
も
な
い
o

殊
に
江
戸
も
覇
道
な
り

と

す
れ
ば
、
利
を
求
む
る
政
策
を
採
用
す
る
こ

と

は

、彼
の 

議
論
ヵ
ら
赏̂

^

認
さ
れ
る
。
し
ヵ
し
表
面
彼
は
.ど
こ
ま
で
も
ー
藩
中
心
の
8

論
を
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
唯
..私
と
し
て
は
彼
が
こ 

、
で
.

1

轉
し
て
對
外
商
業
發
展
を
國
內
經
濟
6

行
詰
り
5:
-

打
$

す
る
方
法
と
し
て
提
唱
し
て
ゐ
た
な
ら
ば
*

彼
り
經
濟
論
の
.
價
値
は.

一
 

，層
高
く
な
る
こ
と
を
思
ひ
、
少
し
く
惜
し
い
氣
が
す
る
^

け
で
あ
^

'
。海
保
靑
陵
の
經
濟
論
は
故
瀧
本
博
士
に
依
れ
ば
，
'

•

•

•

•

「

我
國
德
川
時
代
の
經
濟
書
中
、
比
較
的
最
も
完
全
な
る
も
の
に
し
て
、.
湯

.

Q

政
談
、
舂
臺
の
經
濟
錄
、
竹
山
の
車
茅
危
言
に
比 

.

十
れ
ば
、1

暦
優
る
と
も
劣
る
所
なV

,

殊
に
所
謂
る
經
濟
界
の
狀
況
を
詳
か
.
に
し
.、.
商
工
業
の
實
務
を
明
に
し
て
、
其
の
利
害
*

論
辯
す
る
に
f

て
は
上
記
の
.儒
者
流
は
勿
論
、
佐
藤
信
淵
の
が
き
塔
門
の
經
濟
學
者
と
雖
も
尙
或
は
後
に
膛
お
た
る
の
觀
な
き
に

あ
ら
ざ
る
べ
し
、」

0̂

本
經
濟
大
敷
0

第
ニ
十
七
卷
解
說
|

丄
ハ
頁)

と
し
、
農
政
學
で
佐
藤
信
淵
を
*

商
業
學
で
海
保
靑
陵
を
推
さ
れ
、「

德
川
時
代
の
ニ
大
經
濟
學
者
と
す
る
こ
と
斷
言
す
る
に
憚
か
ら
な 

い
の
で
あ
るJ

とS

は
れ
る
0

そ
の
後
上
田
貞
次
郞
满
士
そ
の
他
の
人
々
名
大
體
こ
れ
■に
賛
意
を
表
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。

事
實
す
で
に
指
摘
し
た
や
う
に
、
靑
陵
は
德
川
時
代
を
通
じ
て
異
色
あ
る
經
濟
論
者
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
著

.

.

 

-

 

'

 

-

-

作
は
頗
る
敍
述
が
亂
雜
で
あ
.
る
。
そ
の
著
作
中
に
は
談
話
謙
€

も5

も
あ
つ
た
の
か
*

 .

話
が
他
に
移
り
、
全
然
纏
ま
つ
て
ゐ
な
い
も 

0

も
少
な
く
ま
い
。
人
に
送
つ
た
篑
翰
,»
>

や
う
な
も
の
も
あ
、,0

、
又
時
に
心
學
道
話
を
思
は
せ
る
や
.う
な
も
の
も
あ
る
。
そ
の
立
脚
地 

は
上
述
せ
る
と
こ
ろ
で
も
解
る
や
う
に
"

他
の
經
濟
論
苕
と
同
樣
に
、
.武
士
中
心
输
で
あ
り
、
多
分
に
封
建
的
統
治
を
.理
想
と
す
る
傾 

向
が
镀
忒
れ
る
。
從
つ
て
私
と
し
て
は
it

本
博
士
そ
の
外
多
く
の
人
々
が
激
賞
す
る
ほ
ど
•

强
い
賛
辭
を
呈
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

. 

. 

ノ
 - 

- 

... 

, 

'

唯
常
陵
の
議
論
が
近
世
的
合
理
主
義—

^假
令
そ
れ
が
'1

篇
な
幼
稚
な
も
，の
で
あ
つ
た
と
し
て
も
.丨

？

象
を
多
分
に
有
し
、 

し
か
も
そ
^

が
從
來
の
支
那
思
想
か
ら
牛
一
じ
て
ゐ
る
點
に
、
.

—

^
本
多
利
明
な
ど
と
は
違
つ
.た
思
想
系
統
か
ら
坐
じ
た
も
の
と
し
て
、

多
大
の
興
味
を
も
た
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
.彼
の
議
論
に
は
多
分
の
功
利
主
義
的
人
生
觀
が
見
ら
れ
る
。
も
し
.こ
の
種
の
議
論
が

. 

-

+

 

卜 

.

德
川
#

代
に
萠
芽
を
現
は
し
て
.
ゐ
た
と
す
れ
ば
、
明
治
以
後
の
功
利
主
義
が
單
な
る
西
洋
思
想
の
翻
譯
模
倣
と
の
み
は
い
ひ
切
れ
な
く

' 

.ノ‘

• 

r 

• 

.

な
る
。
こ
の
意
味
で
も
海
保
靑
陵
の
有
し
て
ゐ
た
思
想
の
淵
源
並
び
に
そ
の
影
響
に
つ
い
て
は
.、
さ
ら
に
檢
討
す
る
必
要
が
あ
ら
う
。

.

.

.

.

 

•

(

昭
和
十
五
年
三
月
ニ
十
四
日
稿)

-
 

••
 

,

;

^

 

'

 

•

•

 

V
;

 

ノ 

'

海
保
靑
陵
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經
濟
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